
今
月
の
主
な
内
容

C
o
n
te
n
ts 3346151723

　

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

市
民
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
新
し
く
矢
野

昭
起
医
師
（
内
科
、
写
真
右
か
ら
４
人
目
）
を

北
海
道
か
ら
迎
え
、
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

脳
神
経
外
科
、
と
も
に
複
数
医
師
体
制
に
戻

り
ま
し
た
。
内
科
は
、
他
に
９
人
の
非
常
勤

医
師
も
交
代
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

幡
多
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
急
性
期
医
療
を
担
う
公

立
病
院
と
し
て
、
市
民
の
大
切
な
命
と
健
康

を
守
っ
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

T
P
P
交
渉
参
加
反
対
県
民
集
会

津
波
避
難
対
策
海
抜
表
示
板
設
置

前
進 

国
道
４
４
１
号

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

思
い
出
に
残
る
運
動
会

市
職
員（
管
理
栄
養
士
・
臨
床
工
学
技
士
）採
用
資
格
試
験
　

家
具
等
転
倒
防
止
対
策
事
業

▼▼▼▼▼▼▼
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市民病院スタッフです（医師、総看護長、事務局長）



　

4
人
の
歌
い
手
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
、〝
オ
ペ
ラ

シ
ア
タ
ー
こ
ん
に
ゃ
く
座
〞
の
舞
台
。歌
い
手
は
自
由

自
在
に
役
ど
こ
ろ
を
行
き
交
い
、い
ろ
ん
な
楽
器
を
奏

で
な
が
ら
所
狭
し
と
歌
い
、演
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ぎ
っ
し

り
つ
ま
っ
て
い
る
！
ピ
ノ
ッ
キ
オ
と
一
緒
に
お
か
し

な
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

日
　
　

時
　

12
月
11
日（
日
） 

　
　
　
　
　

14
時
開
演（
上
演
時
間：

１
時
間
20
分
）

場
　
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
　

（
前
売
）２
０
０
０
円
　

　
　
　
　
　

（
当
日
）２
５
０
０
円
　

　
　
　
　
　

※

４
歳
以
上

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

ア
ピ
ア
さ
つ
き
、サ
ニ
ー
マ
ー
ト
四
万
十
店
、土
佐

　

く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
売
店
、ハ
マ
ダ
楽
器
店
、ヒ

　

ガ
シ
楽
器
店
、
沢
近
画
廊
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
、
中
村
こ
ど
も

　

劇
場
、市
立
中
央
公
民
館
・
教
育
委
員
会
西
土
佐
事

　

務
所
、市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
事
務
局(

市
立
中
央
公
民
館
内)

☎（
３
４
）７
３
１
１

ヤマハヤングピアニストコンサート2011

　　　　～四国西南地区大会～

第38回 一条大祭歌謡フェスティバル

PCサロンゆうゆう第1回 作品展

第20回 四万十川短歌全国大会

慶祥芳之三回忌追善舞踊会

写団「四万十」第35回 クラブ写真展

第31回 アーティストハウス宵架館

グループ展

帽子と花の展覧会

秋の合同茶会

第37回 清水千代子バレエ研究所発表会

西土佐地区文化祭

写団「りゅう」第7回 クラブ写真展

高知県下合同短歌会

フェスティバルKHK

11月20日（日）

11月24日（木）

11月26日(土)～30日（水）

11月26日（土）

11月27日（日）

12月2日（金）～8日（木）

12月2日（金）～6日（火）

12月2日（金）～5日（月）

12月4日（日）

12月4日（日）

12月4日(日)

12月9日（金）～13日（火）

12月10日(土)

12月25日（日）

文化センター ホール

文化センター ホール

中央公民館 展示ホール

幡多信用金庫本店 大会議室

文化センター ホール

中央公民館 展示ホール

中央公民館 大ホール

中央公民館 研修室

中央公民館 大会議室・和室

文化センター ホール

西土佐ふれあいホール

中央公民館 展示ホール

中央公民館 大会議室

文化センター ホール

行　事　名 時　　間開　催　日 会　　場

開場12：30

開演13：00

開場17：00

開演18：00

9：00～17：00

13：00～16：00

開場 9：30

開演10：00

9：00～17：00

9：00～17：00

9：00～17：00

8：00～17：00

開場12：30

開演13：00

8：00～17：00

9：00～17：00

13：00～16：00

開場12：30

開演13：00

第７回 四万十市文化祭（11月中旬～12月）第７回 四万十市文化祭（11月中旬～12月）

（市）教育委員会 生涯学習課　☎（34）7311【問い合わせ先】

お誘い合わせのうえ、ご来場ください

「
オ
ペ
ラ 

ピ
ノ
ッ
キ
オ
」

　

力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
、
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

　

11
月
18
日（
金
）〜
24
日（
木
）

　

９
時
〜
17
時

　

（
24
日
の
み
16
時
ま
で
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館

部
　

門

　

洋
画
、
日
本
画
、
書
道
、
写
真
、

　

工
芸
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

　

イ
ン

入
場
整
理
費

　

一
　
　
　

般：

１
０
０
円

　

高
校
生
以
下：

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

☎（
３
４
）７
３
１
１

第
53
回

 

四
万
十
市
美
術
展

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
２
０
１
１

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
２
０
１
１ 平

成
23
年
11
月
号
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11月9日 市役所庁舎総合防災避難訓練

　秋の火災予防週間に合わせ、市役所庁舎の総合防災避難訓練を11月９日（水）15時30分から実施します。
消防はしご車、救急車などの出入りがあります。訓練時に来庁されている皆様は、積極的に参加して下さい。

【問い合わせ先】（本庁）総務課 行政管理係　☎（34）1804

 
T
P
P
交
渉
参
加
に
反
対
す
る

 
高
知
県
民
集
会

　

10
月
20
日
、「
T
P
P
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
高
知
県
民
集
会
」が
J
A
グ
ル
ー
プ
、

生
協
連
、医
師
会
な
ど
9
団
体
主
催
に
よ
り
、高
知
市
か
る
ぽ
ー
と
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

集
会
へ
は
、尾
﨑
知
事
が
来
賓
出
席
し
た
ほ
か
、市
町
村
関
係
者
を
始
め
、農
林
漁
業

者
、消
費
者
、医
療
従
事
者
な
ど
総
勢
１
０
０
０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
も
市
長
、農
業
課
長
、市
議
会
産
建
常
任
委
員
長
、J
A
高
知
は
た
、森
林

組
合
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、東
京
大
学
鈴
木
宣
弘
教
授
が
、「
T
P
P
へ
の
対
処
は
極
め
て
慎
重

を
要
す
る
国
家
的
課
題
で
あ
り
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
た
国
民
的
議
論
が

全
く
で
き
て
い
な
い
。軽
々
に
参
加
表
明
す
る
こ
と
は
日
本
の
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ

と
に
な
る
」、「
T
P
P
へ
の
参
加
は
農
林
水
産
業
の
崩
壊
を
招
く
。農
林
水
産
業
の
荒

廃
は
、地
域
経
済
の
荒
廃
に
直
結
す
る
」、「
金
融
、保
険
、法
律
、医
療
、建
築
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
、国
の
形
が
一
変
し
て
し
ま
う
」と
T
P
P
交
渉
参

加
へ
の
危
険
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、行
政
や
農
業
者
、消
費
者
、医
療
従
事
者
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
意
見
発
表
を
し
、最
後
に「
T
P
P
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
特
別
決
議
」を
満
場
一
致

で
採
択
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
議
会
で
も
昨
年
12
月
議
会
に
お
い
て
、「
T
P
P
交
渉
に
反
対
す
る
意
見

書
」を
採
択
し
て
い
ま
す
。

 

海
抜
高
度
表
示
板
を

 

市
内
１
０
０
ヶ
所
に
設
置
し
ま
す

　

先
の
東
日
本
大
震
災
で
は
15
ｍ
を
超
え
る
巨
大
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し

た
。近
い
将
来
予
測
さ
れ
る
南
海
地
震
に
備
え
て
、日
ご
ろ
か
ら
自
宅
周
辺

や
避
難
経
路
、避
難
場
所
な
ど
の
高
さ（
海
抜
）を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、的

確
な
避
難
行
動
を
と
る
た
め
に
、大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

市
で
は
、市
内
沿
岸
部
や
学
校
等
の
避
難
場
所
を
中
心
に
、海
抜
高
度
の

調
査
を
行
い
、
測
定
し
た
高
度
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ

う
、表
示
板
を
設
置
し
ま
す
。

　

調
査
箇
所
は
約
1
0
0
ヶ
所
を
予
定
し
て
お
り
、そ
れ
と
同
数
の
表
示
板

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

津
波
か
ら
の
避
難
に
備
え
て
、表
示
板
を
見
か
け
た
際
は
海
抜
高
度
の
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、調
査
が
完
了
し
た
際
、調
査
箇
所
の
一
覧
を
地
域
に
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
、併
せ
て
準
備
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

約1000人が参加（かるぽーと)

この美しい山里の景観が失われる危険性が…
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前
進 

国
道
４
４
１
号
（
中
村
ー
西
土
佐
）

　

 
未
着
工
区
間
　

来
年
度
か
ら
事
業
着
手

国道441号 計画ルート（提供：高知県土木部）

川登工区（24年度末開通予定）

網代工区（25年度末開通予定）

高知県土木部への要望（10月19日）

至　R56

至　R381

国道441号

H24年度末
開通予定

川登工区
L＝1.1㎞

西土佐道路
L＝約6㎞

中半工区
L＝約3㎞

H25年度末
開通予定

口屋内工区
L＝約3㎞

整備中

整備中

網代工区
L＝3.1㎞

　　

四
万
十
市
が
誕
生
し
て
７
年
目
と
な
り
、旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路

で
あ
る
国
道
４
４
１
号
の
早
期
整
備
は
、本
市
の
最
重
要
課
題
で
す
。

　

現
在
、こ
の
道
路
は「
合
併
支
援
道
路
」と
し
て
、県
が
予
算
を
重
点
的
に
投
資
し
、網
代
工
区
、

川
登
工
区
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
完
成
の
目
途
が
立
ち
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、両
工
区
を
結
ぶ「
西
土
佐
道
路
」（
仮
称
）区
間
は
、ま
だ
事
業
実
施
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
道
路
は
幅
員
が
狭
い
う
え
、急
な
斜
面
や
急
カ
ー
ブ
と
い
っ
た
危
険
な
箇
所
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、台
風
や
豪
雨
に
伴
う
落
石
、道
路
冠
水
や
雨
量
規
制
等
で
幾
度
と
な
く
通
行
止

め
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
４
１
号
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会（
会
長
・
田
中
市
長
）で
は
、こ
れ
ま
で
国
、県
に
対

し
て
、地
元
の
思
い
を
強
く
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、こ
の
ほ
ど
尾
﨑
知
事
よ
り
、「
西
土
佐
道
路
は
、こ
れ
ま
で
国
に
よ
る
直
轄
代
行

の
事
業
化
も
要
望
し
て
き
た
が
、技
術
的
に
県
に
よ
る
施
工
は
可
能
で
あ
り
、全
長
約
６
㎞
の
う

ち
口
屋
内
地
区
を
迂
回
す
る
約
３
㎞
の
バ
イ
パ
ス
を
平
成
24
年
度
か
ら
県
事
業
に
よ
り
着
手
し

た
い
」と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、県
土
木
部
へ
の
要
望
で
、石
井
土
木
部
長
か
ら
、｢

西
土
佐
道
路
に
つ
い
て
は
、来
年

度
か
ら
調
査
設
計
を
行
い
、２
〜
３
年
後
の
工
事
着
手
を
目
指
す｣

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
の
決
断
は
、よ
う
や
く
地
元
の
思
い
が
通
じ
、念
願
だ
っ
た
事
業
化
が
実
現
す
る
こ

と
で
、早
期
の
全
線
完
成
に
向
け
大
き
な
前
進
と
な
る
も
の
で
す
。

　

残
る
３
㎞
区
間
も
含
め
、今
後
と
も
関
係
機
関
に
対
し
強
く
整
備
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、四

万
十
市
と
し
て
全
面
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
支
援
し
ま
す

　
　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策（
国
）

　
　

耕
作
放
棄
地
解
消
推
進
事
業（
県
）

募
集
期
間：
11
月
30
日
ま
で

○
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
か

か
る
経
費
の
一
部
（
国
・
県
事

業
を
合
わ
せ
経
費
の
約
75
％
、

認

定

農

業

者

の

場

合

は

1
0
0
％
）
を
支
援
し
ま
す
。

経
費
に
は
自
分
の
労
務
費
も

計
上
で
き
ま
す
の
で
、
費
用
の

持
ち
出
し
を
軽
減
で
き
ま
す
。

＜

主
な
要
件＞

・
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
あ
る
こ
と

・
自
分
の
所
有
地
以
外
の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
あ
る
こ
と

・
解
消
地
で
5
年
間
以
上
は
営
農
す
る
こ
と

・
解
消
経
費
が
10
a
あ
た
り
10
万
円
を
超
え
る
こ
と

※
農
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業
お
よ
び
農
振
農
用
地
区

　

域
外
で
の
再
生
に
つ
い
て
、再
生
後
の
営
農
作
物
が
農
業

　

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
戦
略
作
物
等
で
あ
る
場
合
は

　

事
業
対
象
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
事
務
局

　

（
本
　
　

庁
）農
業
課 

　
　

☎（
3
4
）1
1
1
7

　

（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課 

☎（
5
2
）1
1
1
1

竹
島
銃
猟
禁
止
区
域
の
縮
小
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
11
月
15
日
（
火
）

よ
り
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま

す
が
、以
前
よ
り
地
区
か
ら
の

要
望
の
多
か
っ
た
竹
島
地
区

銃
猟
禁
止
区
域
が
、こ
の
期
間

中
よ
り
一
部
解
除
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
区
域
は
、住
宅
地
や
国
営

農
地
が
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、

鶴
の
飛
来
に
影
響
が
あ
る
と

の
理
由
か
ら
、銃
器
を
用
い
た

狩
猟
を
原
則
禁
止（
わ
な
に
よ

る
狩
猟
は
可
）
と
す
る
区
域

（
銃
猟
禁
止
区
域
）
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
田
畑
へ
の
被
害
が
甚
大
で
あ
る
と
の
ご
意
見
を
多

数
い
た
だ
い
た
た
め
、市
と
し
て
も
区
域
設
定
の
見
直
し
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

古
津
賀
の
住
宅
地
お
よ
び
竹
島
の
国
営
農
地
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

銃
猟
禁
止
区
域
と
し
、そ
れ
以
外
の
場
所
に
つ
い
て
は
解
除
と
さ
れ
る
予

定
で
す
。

※
こ
の
銃
猟
禁
止
区
域
を
解
除
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、町
中
や
宅
地
の

　

周
辺
で
銃
器
を
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、あ
く

　

ま
で
銃
声
の
届
か
な
い
山
中
で
の
銃
器
を
用
い
た
狩
猟
を
行
い
や
す
く

　

す
る
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
本
　
　

庁
）林
業
課 

　

☎（
3
4
）1
1
1
8　

（
総
合
支
所
）林
業
分
室 

☎（
5
2
）1
1
1
1

狩猟免許試験

受験料　初心者：5,200円、一部免除者：3,900円
申請書配布場所　（県）鳥獣対策課、中村地区猟友会、（本庁）林業課、（総合支所）林業分室
申請方法　各試験実施日の10日前までに必着するよう持参または郵送
※高知県猟友会（☎088-823-1036）主催の予備講習会があります。

【申請・問い合わせ先】
（県）鳥獣対策課　☎ 088（823）9039　ホームページ　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/141001/
（本庁）林業課 ☎（34）1118　 　（総合支所）林業分室 ☎（52）1111

実施場所

四万十市

高知市

会　　場

中村地区建設協同組合会館（右山元町3-3-26）
☎（34）3100

高知県立ふくし交流プラザ
（高知市朝倉戊375-1）
☎088（844）9234

日　　時 試験を行う免許の種類

第一種銃猟、第二種銃猟

12月16日（金）　10時～

平成24年1月16日（月）　10時～

わな猟、網猟

わな猟

平成24年1月17日（火）　10時～

○新たな設定区域の期間
　竹島区域：平成23年11月15日～平成25年11月14日まで
　古津賀区域：平成23年11月15日～平成33年11月14日まで
　（以降10年ごとの更新）

古津賀猟銃禁止区域

竹島猟銃禁止区域

平
成
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年
11
月
号
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10
月
16
日
、第
17
回
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
心
配
し
て
い
た
天
気
も
回
復
し
、１

０
０
㎞
の
部
に
１
４
９
４
人
、60
㎞
の
部
に
４

７
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
四
万
十
川
の
自
然
を

バ
ッ
ク
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

男
子
１
０
０
㎞
総
合
は
、
原
良
和
選
手
（
兵

庫
県
）
が
6
時
間
47
分
40
秒
で
、
女
子
同
総
合

は
坂
根
充
紀
栄
選
手
（
京
都
府
）
が
8
時
間
7

分
17
秒
で
と
も
に
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　

原
選
手
は
現
在
兵
庫
県
で
勤
務
医
を
さ
れ

て
お
り
、
今
大
会
に
ご
夫
婦
で
出
場
。
同
じ
勤

務
医
で
あ
る
妻
の
朋
子
さ
ん
も
女
子
１
０
０

㎞
の
部
で
２
位
と
い
う
、ペ
ア
で
輝
か
し
い
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

本
市
の
選
手
で
は
、男
子
60
㎞
総
合
の
部
で

有
光
浩
さ
ん
（
市
職
員
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
か
ら

は
、
第
13
回
大
会
優
勝
の
小
野
寺
太
一
さ
ん

（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
を
は
じ
め
多
く
が
参
加

し
ま
し
た
。

※
応
援
団
員
の
感
想
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
30

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

■
今
回
の
大
会
に
は
、中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
よ
り
、実
行
委
員
会
に
缶
バ
ッ
ジ
２
２
０
０

個
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

印
刷
さ
れ
た
「
一
緒
に
走
る
！
東
日
本
！
」

の
と
お
り
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、出
場
者
全
員
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
今
回
は
じ
め
て
募
集
し
た
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

の
は
宿
毛
市
の
小
学
校
教
諭
の
土
居

ま
り
さ
ん
。

　

選
手
の
表
彰
に
あ
わ
せ
て
表
彰
状

と
記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
収
録
し
た
C
D

は
、
現
在
事
務
局
（
社
会
体
育
課
）
で

販
売
中
で
す
。

問
　

（
市
）社
会
体
育
課

　
　

☎（
３
４
）２
０
７
１

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

テ
ー
マ
ソ
ン
グ

は
る
か
な
一
歩

　
　
　
　
　
　
　

詩
・
曲 

土
居
ま
り

森
の
国
を
下
り
水
の
夢
を
集
め
　

虹
を
渡
れ

風
と
共
に
走
れ
空
の
道
へ
続
け
　

青
く
染
ま
れ

は
る
か
な
ゴ
ー
ル
へ
今
踏
み
出
そ
う

降
り
注
ぐ
緑
を
浴
び
な
が
ら

小
さ
な
一
歩
を
刻
み
続
け
る

絶
え
間
な
い
そ
の
リ
ズ
ム
が
生
き
る
証

森
の
国
を
下
り
水
の
夢
を
集
め
　

虹
を
渡
れ

風
と
共
に
走
れ
空
の
道
へ
続
け
　

青
く
染
ま
れ

森
の
国
を
下
り
水
の
夢
を
集
め
　

虹
を
渡
れ

風
と
共
に
走
れ
空
の
道
へ
続
け
　

青
く
染
ま
れ

ま
だ
見
ぬ
地
平
へ
踏
み
込
む
勇
気

眠
っ
て
る
力
を
呼
び
覚
ま
せ

痛
み
も
涙
も
分
け
合
え
る
も
の

信
じ
る
気
持
ち
伝
え
よ
う
熱
い
エ
ー
ル

森
の
国
を
下
り
水
の
夢
を
集
め
　

虹
を
渡
れ

風
と
共
に
走
れ
空
の
道
へ
続
け
　

青
く
染
ま
れ

森
の
国
を
下
り
水
の
夢
を
集
め
　

虹
を
渡
れ

風
と
共
に
走
れ
空
の
道
へ
続
け
　

青
く
染
ま
れ
　

青
く
染
ま
れ

第17回 四万十川の自然と清流を守ろう

■今大会の模様を撮影した写真や、公式記録結果については、市公式ホームページ内にて掲載しています。　
http ://www.c ity .sh imanto . lg . jp/kyou iku/sport/marathon .html

小野寺太一さん（宮城県気仙沼市） 一緒にゴールテープを切る
原良和さん、朋子さんご夫婦

平
成
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年
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財政健全化判断比率・資金不足比率の状況(平成22年度決算）
◎「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、「健全化判断比率」および「資金不足比率」を公表しま
　す。平成22年度決算に基づく各指標は、いずれも基準を下回っています。
　（詳細については市ホームページをご参照ください　http://www.city.shimanto.lg.jp/gyosei/yosan.html）

※ 実質赤字比率および連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」と表示しています。
※ 実質赤字比率および連結実質赤字比率の早期健全化基準は、各自治体の標準財政規模によって異なります。
（注1）連結実質赤字比率の財政再生基準は、3年間の経過的な基準（平成20年度および平成21年度決算に基づく比率は40％、

平成22年度決算に基づく比率は35％）が設けられています。
（注2）標準財政規模…市が自由に使用できる財源（市税や交付税など）の標準的な収入額。

※ 資金不足のない会計は、「－」と表示しています。

１．健全化判断比率(⇒地方公共団体の財政の健全性に関する指標）

２．資金不足比率(⇒公営企業の経営の健全性に関する指標）

指標名 内　　容
早期健全化基準 財政再生基準

Ｈ21
決算
①

Ｈ21：13.10%
Ｈ22：13.05%

20% ―

―

17.4%

171.7%

Ｈ22
決算
②

増減
②ｰ①

―

―

―

―

17.0% △0.4%

△23.1%148.6%

Ｈ21：18.10%
Ｈ22：18.05%

30%
（注１）

35%25%

350%

一般会計等の赤字額の標準財政規模(注2)に対する
比率
　※財政運営の深刻度を指標化

全会計の赤字額の標準財政規模に対する比率
　※財政運営の深刻度を指標化

一般会計等が負担する借入金返済額等の標準財政
規模に対する比率
　※資金繰りの危険度を指標化

一般会計等が将来負担することが現時点で見込ま
れている額の標準財政規模に対する比率
　※将来の財政の圧迫度を指標化

実質赤字比率

連結実質赤字比率

将来負担比率

実質公債費比率
（３ヵ年平均）

判断基準

水道事業会計

病院事業会計

下水道事業会計

と畜場会計

幡多公設地方卸売市場事業会計

農業集落排水事業会計

簡易水道事業会計

20%

20%

20%

20%

20%

20%

20%

―

―

―

1.2%

―

―

―

―

7.2%

―

―

―

―

―

―

7.2%

―

△1.2%

―

―

―

指標名 内　　容 公営企業会計名 経営健全化基準
Ｈ21決算
①

Ｈ22決算
②

増減
②－①

資金不足比率

公営企業会計
ごとの資金不
足額（赤字額）
の営業収益等
に対する比率

歓
迎 

亳
州
市
友
好
交
流
訪
問
団

　

10
月
11
日
（
火
）
〜
13
日

（
木
）、本
市
と
友
好
都
市
提
携

を
締
結
し
て
い
る
中
国
安
徽

省
亳
州
市
の
友
好
交
流
訪
問

団
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

亳
州
市
と
四
万
十
市
は
平

成
９
年
に
友
好
都
市
提
携
を

締
結
し
、
以
降
、
相
互
訪
問
を

重
ね
る
な
ど
し
て
友
好
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、四
万
十

ヒ
ノ
キ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事

例
の
紹
介
や
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
視
察
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

安
徽
省
亳
州
市

　

安
徽
省
は
中
国
の
東
部
に
、
亳
州
市
は
安
徽
省
の
北
西
部
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
人
口
は
お
よ
そ
5
7
6
万
人
（
2
0
0
9

年
）で
四
万
十
市
の
約
1
5
7
倍
、面
積
は
8
3
7
4
㎢
で
約
13

倍
で
す
。
古
く
か
ら
漢
方
薬
の
産
地
、
集
積
地
と
し
て
栄
え
、
ま

た
道
教
の
祖
・
老
子
、荘
子
、三
国
志
の
英
雄
・
曹
操
、名
医
・
華
侘

の
故
郷
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

亳
州
市
友
好
交
流
訪
問
団
日
程

10
月
11
日（
火
）
　

市
長
、議
長
表
敬
訪
問

　
　

12
日（
水
）
　

市
内
視
察
　

　
　
　
　
　
　
　
　

・
香
山
寺
市
民
の
森
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

・
四
万
十
ヒ
ノ
キ
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
四
万
十
の
郷
」

　
　
　
　
　
　
　
　

・
ア
ロ
イ
ン
ス
製
薬
四
万
十
工
場

　
　
　
　
　
　
　

歓
迎
会

　
　

13
日（
木
）
　

四
万
十
川
学
遊
館
視
察

　
　
　
　
　
　
　

　

視
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
施
設
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市役所玄関にて

平
成
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■
投
票
の
で
き
る
人

１
．今
回
の
高
知
県
知
事
選
挙
の
選
挙
時
登
録
の

　

基
準
日
は
11
月
9
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　

平
成
23
年
8
月
9
日
ま
で
に
四
万
十
市
に
転
入

　

届
を
し
て
、
引
き
続
き
四
万
十
市
に
居
住
し
て

　

い
る
人
。

　
　

な
お
、平
成
23
年
8
月
10
日
以
降
に
、他
の
市

　

町
村
か
ら
転
入
届
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

　

市
町
村
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
投
票
が

　

で
き
ま
す
。詳
細
は
、旧
住
所
地
の
市
町
村
に
お

　

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
市
町
村
窓

　

口
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
証

　

明
書
」が
必
要
で
す
の
で
、投
票
の
際
持
参
く
だ

　

さ
い
。

２
．平
成
3
年
11
月
28
日
ま
で
が
誕
生
日
の
人
。

■
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　

市
内
で
住
所
を
変
わ
り
、
平
成
23
年
10
月
29
日

以
降
に
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投

票
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前（
不
在
者
）投
票

１
．
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い

　

人
は
11
月
11
日
か
ら
11
月
26
日
ま
で
毎
日
午
前

　

８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
四
万
十
市
庁

　

舎
１
階
会
議
室
１
０
１
及
び
四
万
十
市
西
土
佐

　

総
合
支
所
１
階（
下
図
参
照
）で
投
票
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
場
合
、
宣
誓
書
に
申
立
て
が
真
正
で
あ

　

る
こ
と
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
期
日
前
投
票
と
は：

投
票
当
日
の
投
票
所
の
よ

　

う
に
投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
投
函
で

　

き
る
投
票
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
． 

不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外

　

の
市
町
村
選
管
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

場
合
、
市
選
管
に
対
し
て
早
め
に
投
票
用
紙
等

　

の
請
求
は
で
き
ま
す
が
、
市
選
管
が
投
票
用
紙

等
を
発
送
す
る
日
は
11
月
8
日
か
ら
で
す
。

■
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
制
度

　

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
度
５
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、市
選
管

よ
り
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付
さ
れ
た
人
は
郵
便
に
よ

る
在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、身
体
障
害
者
手
帳
に

上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
と
記
載

さ
れ
て
い
る
人
、肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３

級
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、戦
傷
病
者
手

帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、肝
臓

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
で
あ

る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、あ
ら
か
じ
め

市
選
管
に
届
け
出
た
代
理
記
載
人
に
よ
っ
て
代
理
投
票

に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
の
で
き
る
人
は
、
投
票
日
の
４
日
前
（
11

月
23
日
）
ま
で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
同
封
し
市
選

管
に
投
票
用
紙
等
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　

身
体
の
故
障
な
ど
で
字
の
書
け
な
い
人
も
投
票
日

に
投
票
所
に
い
け
ば
、
代
理
記
載
の
補
助
者
に
よ
っ

て
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
期
日
前
投
票

所
、当
日
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。入
場
券

を
紛
失
ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
入
場
券
が
な
く
て

も
投
票
で
き
ま
す
。

■
投
票
所
の
変
更

　

中
村
小
姓
町
、
中
村
上
小
姓
町
、
中
村
丸
の
内
、
中

村
桜
町
、中
村
愛
宕
町
、中
村
本
町
１
・
２
・
３
・
４
・
５

丁
目
、丸
の
内
ハ
イ
ラ
ン
ド
、大
用
寺
の
区
域
の
投
票

場
所
（
第
５
投
票
所
）
が
、
今
回
は
市
立
文
化
セ
ン

タ
ー
か
ら
中
村
商
工
会
館
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
投
票
時
間
の
変
更

　

富
山
地
域
の
投
票
時
間
（
第
44
投
票
所
〜
第
52
投

票
所
ま
で
の
富
山
地
域
の
９
つ
の
投
票
所
）
が
午
後

６
時
閉
鎖
が
、
今
回
よ
り
午
後
５
時
閉
鎖
と
な
り
ま

し
た
。

高知県知事選挙のお知らせ高知県知事選挙のお知らせ

市役所期日前投票所 

西土佐総合支所期日前投票所 

期日前投票所 

玄関 

住民課 

出納課 

窓口 

トイレ 

地域包括
支援センター

総
合
案
内

正面玄関

期日前投票所 

会議室101 税務課・福祉事務所

会計課

玄　関

市民課・保健介護課

投票日は11月27日(日)です。

【問い合わせ先】
（本　　庁） 選挙管理委員会事務局
 　　　☎（３４）１７８４（直）
（総合支所） 地域企画課　
　　　 ☎（５２）１１１１（代）

◆不明な点は四万十市選挙管理委員会事
　務局および西土佐総合支所地域企画課
　へおたずねください。

平
成
23
年
11
月
号
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投票所および投票時間一覧表投票所および投票時間一覧表

中　
　

村

東
山

下　
　

田

八　

束

具
同

中
筋

蕨
岡

大　

川　

筋

後　

川

富　
　

山

西　
　
　

土　
　
　

佐

東
中
筋

地区別 投票区 区　　　　　　　　　　　域 投　　票　　所 投票時間

午後7時まで

午後7時まで

午後6時まで

午後6時まで

午後6時まで

午後6時まで

午後5時まで
（今回から変更）

午後5時まで

大橋通１～７丁目、百笑町、山手通、弥生町、四万十町、羽生小路、東下町、栄町、
天神橋、一条通１丁目、カツラ山団地、岩崎町、夕陽の見える丘団地
右山、右山元町１～３丁目、駅前町、右山五月町、右山天神町、右山白藤園
不破、角崎、不破上町、緑ヶ丘団地
京町１～５丁目、一条通２～５丁目、東町１～３丁目、新町１～５丁目、於東町
小姓町、上小姓町、丸の内、桜町、愛宕町、本町１～５丁目、丸の内ハイランド、
大用寺
安並、佐岡、秋田、麻生、安並団地、秋森、佐岡団地
沢、橋の内、古津賀第１団地、同第２団地、雅ヶ丘団地
古津賀、古津賀１～４丁目
井沢、井沢団地
竹　島
双　海
平　野
鍋島、馬越
松ノ山、下田上、下田下、串江
水戸東、水戸西
名　鹿
間崎、津蔵渕、初崎
実崎、深木
坂本、山路上、山路下
入田上、入田下
出来島、田黒、具同田黒１～３丁目、渡川１～３丁目、渡川、渡川病院、赤松町
中組、西組、馬越、自由ヶ丘、相ノ沢団地
森沢
荒川、楠島、国見、間
江ノ村、西ノ谷
上ノ土居、磯ノ川、生ノ川
有岡、九樹、有岡団地
横　瀬
手洗川
田出ノ川、高瀬、楠、川登
鵜ノ江
勝　間
勝間川
久保川
三　里
佐　田
利岡、岩田、若藤（出合を除く）
板ノ川、口鴨川、若藤分出合
中鴨川、奥鴨川
田野川乙、敷地
田野川甲
藤、上分、下分、内川
伊才原
下古尾
竹屋敷
上古尾
大西ノ川
大用、小西ノ川
住次郎
片魚
常六、大屋敷
三ッ又
黒尊
奥屋内上
奥屋内下
玖木
口屋内
中半
岩間、茅生
藤ノ川
橘
津野川
津賀
薮ケ市、須﨑
大宮下
大宮中
大宮上
下家地、中家地
方の川、西ケ方
下方
宮地、奈路、館
用井
長生
奥半家
中半家、本村半家、本村
中組
押谷、権谷

第１

第２
第３
第４

第５

第６
第７
第８
第９
第10
第11
第12
第13
第14
第15
第16
第17
第18
第19
第20
第21
第22
第23
第24
第25
第26
第27
第28
第29
第30
第31
第32
第33
第34
第35
第36
第37
第38
第39
第40
第41
第42
第43
第44
第45
第46
第47
第48
第49
第50
第51
第52
第53 
第54 
第55
第56
第57
第58
第59
第60
第61
第62
第63
第64
第65
第66
第67
第68
第69
第70
第71
第72
第73
第74
第75
第76
第77

四万十市役所

市立中央公民館
不破地区集会所
四万十市多目的デイケアセンター

中村商工会館

市立東山保育所
古津賀第２団地集会所
古津賀地区集会所
井沢団地集会所
竹島地区集会所
双海地区集会所
平野地区集会所
四万十川下流交流センター
下田地区集会所
水戸公民館
名鹿地区集会所
間崎多目的集会施設
実崎地区集会所
山路多目的集会所
入田地区集会所
市立まなびの館
具同地区集会所
森沢集会所
市立東中筋保育所
江ノ村地区集会所
磯ノ川地区集会所
有岡消防屯所
横瀬地区集会所
手洗川地区集会所
市立公民館大川筋分館
鵜ノ江地区集会所
市立勝間小学校
勝間川地区集会所
久保川地区集会所
三里地区集会所
佐田地区集会所
市立利岡保育所
板ノ川地区集会所
市立公民館鴨川分館
田野川乙集会所
田野川甲構造改善センター
蕨岡生活改善センター
市立公民館伊才原分館
西富山活性化センター
竹屋敷公会堂
上古尾地区集会所
大西ノ川地区集会所
富山地区集会所
住次郎地区集会所
市立片魚小学校
市立常六小学校
三ッ又地区集会所
黒尊森林事務所休憩所
奥屋内上公会堂
奥屋内下集会所
市立公民館玖木分館
口屋内公民館
中半集会所
岩間農林産物集出荷所
藤ノ川農林漁家活動促進施設
橘集会所
津野川集会所
津賀集会所
須　集会所
大宮下集会所
大宮生活改善センター
大宮上集会所
下家地集会所
市立西ケ方小学校
下方集会所
西土佐総合支所
用井集会所
長生集会所
半家集会所
市立本村小学校
江川流域交流センター
権谷せせらぎ交流館

午後7時まで

投票開始は、午前７時
から市内全投票所で

平
成
23
年
11
月
号
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は
た
フ
ェ
ス 

２
０
１
１

　

９
月
24
日
（
土
）
、
入
田
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
「
は
た
フ
ェ

ス
2
0
1
1
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
や
観
光
客
あ
わ
せ
て
、約
２
万
人
が
会
場
に
集
ま

り
、音
楽
や
ダ
ン
ス
、食
な
ど
で
大
い
に
交
流
し
、幡
多
の

魅
力
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
川
や
赤
鉄
橋
は
知
っ
て
い
る
が
、入
田
キ
ャ
ン

プ
場
に
訪
れ
た
の
は
初
め
て
と
い
っ
た
人
も
多
く
、自
然

豊
か
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
感
動
を
覚
え
る
人
、次
々
と
繰

り
広
げ
ら
れ
る
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
酔

い
し
れ
る
人
、ま
た
幡
多
市
町
村
自
慢
の
逸
品
が
並
ぶ
物

販
コ
ー
ナ
ー
で
食
べ
歩
き
を
楽
し
む
人
な
ど
、会
場
に
居

合
わ
せ
た
人
す
べ
て
が
思
い
思
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
〝
心
地
よ
い
空
間
〞
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
村
青
年
会
議
所
を
中
心
に
地
域

の
若
い
世
代
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
彼
ら
は
皆
、
自
ら
が
住
む
市
町
村
だ
け
で

な
く
幡
多
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
、地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
と
い
う
熱
い
想
い
が
あ
り
、こ
の
情
熱
と
パ
ワ
ー
が
多

く
の
人
に
伝
わ
り
、初
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
域
内

外
か
ら
の
多
く
の
集
客
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
『
は
た
フ
ェ
ス
』
は
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
と

し
て
お
り
、
実
行
委
員
会
は
、
今
回
の
課
題
を
整
理
し
た

う
え
で
、
ど
ん
ど
ん
幡
多
を
発
信
し
て
、
次
回
は
さ
ら
に

多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

9
24

(土)

9
27

(火)

地域内外からの大勢の参加者で賑わう会場

祝
！ 

県
下
最
高
齢
111
歳

　

毎
年
９
月
の
第

３
月
曜
日（
今
年
は

19
日
）
は
敬
老
の

日
。こ
の
日
を
前
に

発
表
さ
れ
た
100
歳

以
上
の
ご
長
寿
の

方
々
は
、四
万
十
市

で
は
26
人
で
す
。

　

市
の
最
高
齢
者

は
平
成
18
年
度
か

ら
６
年
連
続
で
、鍋

島
の
市
川
輝
枝
さ

ん（
111
歳
）で
す
。今

年
は
県
下
で
も
最
高
齢
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、長
寿
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
い
、最
高
齢
で
あ

る
こ
と
を
励
み
に
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
市
長
か
ら
最
高
齢
認
定
書
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
声
で「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
お
礼
を

述
べ
ら
れ
た
市
川
さ

ん
。

　

今
年
の
日
本
最
高
齢

は
、
佐
賀
県
の
114
歳
の

女
性
で
す
が
、
い
つ
か

日
本
一
の
ご
長
寿
に
な

る
日
も
夢
で
は
な
さ
そ

う
で
す
。

市川輝枝さん（木俵病院にて） 平
成
23
年
11
月
号
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手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

修
了
し
ま
し
た

　

10
月
11
日（
火
）、手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
が
終
了

し
、18
人
が
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、昨
年
10
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
19

時
か
ら
21
時

ま
で
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
た
も

の
で
、入
門
課

程
、基
礎
課
程

と
進
み
、延
べ

85
時
間
と
い

う
長
い
講
義

を
受
け
て
修

了
で
き
る
も

の
で
す
。

　

修
了
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
働
か
れ
て
い
る
方
で

す
が
、中
に
は
小
学
3
年
生
の
児
童
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
を
修
了
し
た
人
は
、手
話
通
訳
者
養
成

講
座
を
受
講
す
る
た
め
の
選
考
試
験
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

長
い
間
、根
気
よ
く
熱

心
に
参
加
い
た
だ
い
た
受

講
者
の
皆
さ
ん
、ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

10
11

(火)

地
域
安
全
街
頭
パ
レ
ー
ド

　

平
成
23
年
全
国
地
域
安

全
運
動
（
10
月
11
日
〜
20

日
）
に
と
も
な
い
、
中
村
地

区
地
域
安
全
協
会
主
催
の

街
頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
運
動
は
、「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」
を
メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
県
下

各
地
で
様
々
な
行
事
を
展

開
し
、
地
域
住
民
の
防
犯
意

識
を
向
上
さ
せ
、
犯
罪
の
な

い
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り

を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

街
頭
パ
レ
ー
ド
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
中
村
高
校
生

徒
会
に
よ
る「
中
高
あ
ん
ぜ
ん
隊
」が
持
つ
横
断
幕
を
先
頭

に
市
役
所
を
出
発
、中
村

南
小
学
校
の
鼓
笛
隊
お

よ
び
１
、２
年
生
が
演
奏

す
る
な
か
、地
域
安
全
推

進
員
や
中
村
署
員
な
ど

総
勢
約
1
5
0
人
が
中

心
街
を
行
進
し
な
が
ら

チ
ラ
シ
や
防
犯
グ
ッ
ズ

な
ど
を
配
り
、防
犯
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

高
知
県

身
体
障
害
者
連
合
会

幡
多
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

10
月
11
日
（
火
）
、

大
月
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

「
平
成
23
年
度 

高

知
県
身
体
障
害
者

連
合
会 

幡
多
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
か
ら
は
30
人
ほ
ど
が
参
加

し
、
輪
投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
形
式
の
種
目

な
ど
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

市
町
村
別
で
み
ご
と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。

　

楽
し
い
秋
の
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
健
康
の
維
持
を
図
り
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
来
年
は
四
万

十
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

10
11

(火)

10
11

(火)

平
成
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第
４
回 

西
土
佐
産
業
祭

第
４
回 

西
土
佐
産
業
祭

　

産
業
祭
は
今
年
も
西
土
佐
地
域
の
産
業
を
一
同
に
会
し
て

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
近
所
ご
家
族

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

11
月
20
日（
日
）
　

9
時
〜
15
時

場
　

所
　

西
土
佐
中
学
校（
西
土
佐
用
井
）

催
し
物

　

○
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー

　
　

地
の
物
を
使
っ
た
食
品
の
試
食
販
売
、鮎
の
塩
焼
き
、四

　
　

万
十
牛
コ
ロ
ッ
ケ
、焼
き
栗
の
販
売
　

な
ど

　

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　

農
林
水
産
物
品
評
会
、農
林
機
械
、工
芸
品
　

な
ど

　

○
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
　

農
林
水
産
物
の
即
売
会（
14
時
30
分
か
ら
）、花
・
苗
等
の

　
　

販
売
、加
工
食
品
・
日
用
品
の
販
売
　

な
ど

　

○
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　

農
業
、林
業（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
無
料
目
立
て
）、健
康

　

○
そ
の
他

　
　

も
ち
つ
き
の
実
演
販
売
、バ
ザ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
く
じ
、
招

　
　

待
野
球
、青
年
団
の
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
披
露
　

な
ど 

                           

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】（
総
合
支
所
）
産
業
建
設
課 

産
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎（
5
2
）1
1
1
1

税
に
関
す
る
作
品
展

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」（
11
月
11
日
〜
17
日
）
の
一
環
と
し
て
、

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。市
内

の
小
中
学
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
　

間
　

11
月
11
日（
金
）〜
17
日（
木
）

場
　

所
　

中
村
地
域
作
品
展：

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村
　

1
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー

　
　
　
　

西
土
佐
地
域
作
品
展：

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
租
税
教
育
研
究
会
事
務
局：

（
市
）教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

内 教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展
（
中
村
地
区
）

教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展
（
中
村
地
区
）

　

教
育
文
化
展
は
、
健
全
な
青
少
年
文
化
の
創
造
、
育
成
を
目

指
し
て
、
中
村
地
区
の
各
学
校
の
審
査
を
経
て
出
品
さ
れ
る

書
、画
お
よ
び
立
体
の
３
部
門
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

児
童
詩
展
は
、
家
庭
や
遊
び
な
ど
の
中
で
、
生
活
感
動
が
表

現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
は
、児
童
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
観
覧
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
22
日（
火
）〜
24
日（
木
）

　
　
　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　
　
　

（
24
日
は
15
時
ま
で
）

場
　

所
　

中
村
中
学
校 

体
育
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
市
中
村
地
区
教
育
文
化
展

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
八
束
中
学
校
内
）

　

☎（
3
6
）2
0
0
2

第3回の様子

黒
尊
む
ら
ま
つ
り

　

日
　

時
　

11
月
12
日（
土
）
　

10
時
〜
15
時

場
　

所
　

西
土
佐
黒
尊
親
水
公
園

■
八
面
山
の
ぼ
り（
ガ
イ
ド
つ
き
）

　

定
　

員
　

20
人（
申
込
締
切：

11
月
9
日
）

　

参
加
費
　

1
5
0
0
円（
弁
当
、お
茶
、傷
害
保
険
代
を
含
む
）

■
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　

小
枝
で
マ
イ
ブ
ロ
ー
チ
や
マ
イ
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

※
事
前
申
込
不
要
、当
日
参
加
可

■
ゆ
ず
搾
り
コ
ー
ナ
ー

　

ゆ
ず
玉（
1
0
0
円
〜
5
0
0
円
）を
買
っ
て
そ
の
場
で
搾

　

れ
ま
す
。

■「
お
菊
の
滝
」の
紙
芝
居

　

（
11
時
、13
時
30
分
の
2
回
上
演
、無
料
）

　

奥
屋
内
下
地
区
に
あ
る「
お
菊
の
滝
」の『
播
州
皿
屋
敷
』伝

　

説
の
紙
芝
居
で
す
。

■
黒
尊
む
ら
市

　

黒
尊
川
流
域
の
お
米
や
野
菜
で
作
っ
た
地
産
地
消
の
料
理

　

を
用
意
し
ま
す
。

■
神
殿
橋
紅
葉
狩
り
ツ
ア
ー

　

紅
葉
の
名
所
神
殿
橋
へ
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

（
所
要
時
間：

約
50
分
）

　

※
運
行
時
間
は
当
日
案
内

【
無
料
送
迎
バ
ス
】

中
村
か
ら
の
利
用
者
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

行
き
　

四
万
十
物
産
館
観
光
協
会
前
　

9：

00
発

　
　
　

江
川
崎
駅
前
　
　
　
　
　
　
　

9：

10
発

　
　
　

黒
尊
親
水
公
園
　
　
　
　
　
　

10：

20
着

帰
り
　

黒
尊
親
水
公
園
　
　
　
　
　
　

15：

00
発

※
自
家
用
車
で
お
越
し
の
場
合
は
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で

　

お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
し
ゃ
え
ん
じ
り

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
４
）１
４
７
７（
水
曜
定
休
日
）

（
総
合
支
所
）地
域
企
画
課 

地
域
振
興
係  

☎（
５
２
）１
１
１
１（
平
日
８：

30
〜
17：

15
）

税
に
関
す
る
作
品
展

　

「
税
を
考
え
る
週
間
」（
11
月
11
日
〜
17
日
）
の
一
環
と
し
て
、

小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。市
内

の
小
中
学
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
　

間
　

11
月
11
日（
金
）〜
17
日（
木
）

場
　

所
　

中
村
地
域
作
品
展：

ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村
　

1
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　

西
土
佐
地
域
作
品
展：

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
租
税
教
育
研
究
会
事
務
局：

（
市
）教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
内

☎（
3
4
）1
1
3
6
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9
月
16
日
〜
10
月
15
日

９
月
16
日
　

市
議
会
９
月
定
例
会 

８
〜
28
日

　
　

17
日
　

い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
市
場
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
　

18
日
　

敬
老
会

　
　
　
　
　

四
万
十
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
40
周
年
記
念
式
典

　
　

19
日
　

敬
老
会

　
　

20
日
　

台
風
15
号
対
応
協
議

　
　

22
日
　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
答
申

　
　
　
　
　

市
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　

24
日
　

大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト

　
　

25
日
　

口
屋
内
小
、須
﨑
小
、本
村
小
運
動
会

　
　

27
日
　

幡
多
地
区
婦
人
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　
　

中
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
ウ
ル
ト

　
　
　
　
　

ラ
マ
ラ
ソ
ン
記
念
品
受
領
式

　
　
　
　
　

市
内
最
高
齢
者
敬
老
お
祝
い
訪
問

　
　
　
　
　

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
協
定
締
結
式

10
月
１
日
　

市
文
化
祭
開
幕
式

　
　
　
　
　

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

　
　
　
　
　

中
四
国
詩
人
会
四
万
十
大
会

　
　

２
日
　

津
野
川
小
、西
ケ
方
小
運
動
会

　
　
　
　
　

敬
老
会

　
　

３
日
　

市
民
病
院
新
任
医
師
辞
令
交
付
式

　
　
　
　
　

土
佐
の
日
高
知
県
人
全
国
大
会（
高
知
市
）

　
　

４
日
　

高
知
県
市
長
会（
同
）

　
　

５
日
　

青
色
申
告
会
四
国
大
会

　
　

６
日
　

西
南
大
規
模
公
園
災
害
時
利
用
協
定
調
印
式

　
　
　
　
　

中
村
地
域
自
主
防
災
会
連
絡
会
議

　
　
　
　
　

西
土
佐
地
域
審
議
会

　
　
　
　
　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会
準
備
会
要
望
受

　
　

７
日
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
崩
落
現
場
確
認

　
　
　
　
　

幡
多
土
木
へ
同
県
道
早
期
復
旧
に
係
る
要
望

　
　
　
　
　

幡
多
中
央
地
区
消
防
連
合
会
秋
季
定
例
役
員
会

　
　

８
日
　

不
破
八
幡
宮
例
祭

　
　

11
日
　

新
・
西
土
佐
小
学
校
建
設
工
事
起
工
式

　
　
　
　
　

地
域
安
全
パ
レ
ー
ド
出
発
式

　
　
　
　
　

亳
州
市
友
好
交
流
訪
問
団
表
敬
訪
問
受

　
　

12
日
　

同
市
内
視
察
案
内
、歓
迎
会

　
　

13
日
　

大
分
県
臼
杵
市
長
訪
問

　
　
　
　
　

全
国
京
都
会
議（
大
分
県
杵
築
市
）

　
　

14
日
　

大
分
県
豊
後
大
野
市
長
訪
問

　
　

15
日
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭

　
　

16
日
　

同
開
会
式
、表
彰
式

　

10
月
13
、
14
日
、
大
分
県
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
杵
築
市
で
開
か
れ
た
全
国
京
都
会
議
（
小

京
都
の
集
ま
り
）に
出
席
す
る
た
め
で
す
。

　

来
年
の
同
会
議
は
、
11
月
、
い
ち
じ
ょ
こ
さ

ん
に
合
わ
せ
て
、中
村
に
誘
致
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

大
分
は
前
の
仕
事
で
最
初
に
赴
任
し
、独
身

の
３
年
半
を
過
し
た
思
い
出
の
地
で
す
。

　

市
観
光
協
会
の
田
村
会
長
、小
島
専
務
と
一

緒
に
宿
毛
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
佐
伯
に
渡
り
、杵

築
に
向
か
う
途
中
、
臼
杵
市
に
立
ち
寄
り
、
中

野
五
郎
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

臼
杵
は
ど
う
し
て
も
、も
う
一
度
訪
ね
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
村
と
歴
史
的
に
深
い
関
係
が
あ
る
か
ら

で
す
。一
條
家
と
大
友
氏
の
縁
で
す
。

　

中
村
は
応
仁
２（
１
４
６
８
）年
、京
か
ら
前

関
白
一
條
教
房
を
迎
え
て
か
ら
、
房
家
、
房
冬
、

房
基
、兼
定
と
、天
正
２（
１
５
７
４
）年
、長
宗

我
部
に
よ
っ
て
兼
定
が
臼
杵
に
追
放
さ
れ
る

ま
で
の
１
０
６
年
間
、一
條
家
の
時
代
で
し
た
。

　

土
佐
一
條
家
は
、後
期
に
は
長
宗
我
部
の
勢

力
拡
大
に
対
抗
す
る
た
め
、九
州
の
雄
で
あ
っ

た
豊
後
（
大
分
県
）
の
大
友
氏
と
姻
戚
関
係
を

結
び
ま
し
た
。兼
定
の
妻
は
大
友
宗
麟
の
娘
で

す
。宗
麟
は
宣
教
師
ザ
ビ
エ
ル
ら
の
布
教
を
受

け
入
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
を
厚
く
し
、

居
城
の
あ
っ
た
臼
杵
に
教
会
な
ど
を
つ
く
り

ま
し
た
。
兼
定
は
臼
杵
で
洗
礼
を
受
け
、
ド
ン

パ
ウ
ロ
と
名
の
り
ま
し
た
。

　

兼
定
は
大
友
の
援
軍
を
え
て
、十
字
架
の
旗

を
掲
げ
、
中
村
の
奪
還
を
め
ざ
し
ま
す
が
、
再

び
長
宗
我
部
に
敗
れ（
四
万
十
川
の
合
戦
）、宇

和
島
沖
の
戸
島
に
逃
れ
た
あ
と
、淋
し
く
死
に

ま
す
。
公
家
の
出
で
あ
り
な
が
ら
、
最
後
に
キ

リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
兼
定
の
数
奇
な
運
命
に

つ
い
て
は
、『
中
村
市
史
』に
詳
し
く
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
驚
い
た
の
は
、臼
杵
は
も
と
も
と
一
條

家
と
ゆ
か
り
の
深
い
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
臼
杵
と
い
え
ば
、
国
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
る
石
仏
が
有
名
で
す
が
、こ

の
石
仏
の
建
立（
推
定
13
世
紀
）に
は
、当
時
の

臼
杵
荘
（
荘
園
）
の
領
有
者
で
あ
っ
た
京
の
九

條
家
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。一
條
家
が
九

條
家
か
ら
分
家
す
る
さ
い
、臼
杵
荘
は
一
條
家

に
譲
ら
れ
た
。
こ
の
経
過
は
幡
多
荘
と
同
じ
。

違
う
の
は
、
臼
杵
荘
は
そ
の
後
、
大
友
氏
の
支

配
に
移
っ
た
の
に
対
し
、幡
多
荘
は
一
條
家
が

当
主
自
ら
移
住
し
て
き
て
ま
で
、
支
配
の
維

持
・
継
続
を
図
っ
た
こ
と
で
す
。

　

房
基
、兼
定
が
大
友
氏
と
婚
姻
を
結
ん
だ
こ

と
と
、臼
杵
が
過
去
に
一
條
家
の
領
地
で
あ
っ

た
こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、わ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
当
時
、
瀬
戸
内
航
路
が
毛
利
氏
に
抑

え
ら
れ
た
た
め
、大
友
氏
は
京
や
堺
と
結
ぶ
中

村
（
下
田
）
経
由
の
新
し
い
航
路
が
ほ
し
か
っ

た
た
め
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

臼
杵
市
は
本
市
と
同
様
、
６
年
前
、
野
津
町

と
合
併
し
、
新
市
に
な
り
ま
し
た
。
２
代
目
で

あ
る
中
野
市
長
は
野
津
町
出
身
。野
津
と
い
え

ば
、
わ
が
中
村
の
泰
作
さ
ん
と
同
じ
く
、
と
ん

ち
話
で
有
名
な
吉
四
六
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で

す
。
泰
作
さ
ん
は
商
人
、
吉
四
六
さ
ん
は
農
民
、

と
も
に
笑
い
で
力
強
く
生
き
抜
い
た
、江
戸
時

代
の
庶
民
の
代
表
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
臼
杵

市
へ
の
お
み
や
げ
は
、
藤
家
の
お
菓
子
「
泰
作

さ
ん
」に
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
は
鉄
道
、航
空
、高
速
道
路
な
ど
、と

か
く
東
向
き
一
辺
倒
で
す
。
し
か
し
、
唯
一
の

船
の
定
期
航
路
、宿
毛
佐
伯
フ
ェ
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。
今
年
は
四
万
十
川
観
光
に
九
州
ナ
ン

バ
ー
の
車
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

臼
杵
市
長
に
は
、今
後
の
交
流
を
申
し
入
れ
、

快
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
で
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
に
向
か
う
大
勢
の
選
手
た
ち
と
一
緒
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
交
流
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
九
州
に
も
、も
っ
と
広
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
思
い
ま
し
た
。

臼
杵
訪
問

日 

誌

市
長
談
話
室

市
長
談
話
室

臼杵市中野五郎市長（中央左）と両市観光関係者

え
に
し

あ
き
ん
ど

平
成
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市教委だより

田野川小学校

　

本
校
は
地
域
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
様
々
な
教
育

活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。同
時
に
、交
流
を
深
め

る
活
動
も
数
多
く
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
出
向
く「
ス
テ
ッ

プ
学
習
発
表
会
」
や
、
逆
に

地
域
の
人
々
が
先
生
に
な
っ
た
り
、一
緒
に
学
習
に
参

加
し
て
も
ら
う「
学
習
参
加
」、児
童
の
発
表
や
餅
つ
き
、

昔
遊
び
を
楽
し
む「
敬
老
参
観
日
」な
ど
で
す
。

　

９
月
25
日（
日
）に
実
施
さ
れ
た「
運
動
会
」も
そ
の

一
つ
で
、中
で
も
豊
作
を
願
い
地
域
の
皆
さ
ん
に
元

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、趣
向

を
凝
ら
し
た「
あ
〜
、田
野
川
応
援
団
」は「
田
興
し
」

か
ら
始
ま
る
一
連
の
米
作
り
の
工
程
を
お
も
し
ろ
お

か
し
く
応
援
合
戦
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
は
「
す
き
を
引
く
牛
」
や
実
っ
た
イ
ネ
を
食

べ
に
く
る「
カ
ラ
ス
」、迎
え
撃
つ「
か
か
し
」を
保
護

者
が
扮
し
、さ
ら
に
は
消
毒
用
の「
の
う
さ
い
」と
書

か
れ
た
本
物
の
散
布
機
も
登
場
し
、「
お
茶
く
み
」や

「
わ
ら
運
び
」
な
ど
児
童
の
可
愛
い
ら
し
く
お
も
し

ろ
い
演
技
と
合
わ
せ
て

拍
手
喝
采
！

　

す
べ
て
の
農
作
業
の

工
程
が
終
わ
り
、
最
後

に
応
援
団
長
か
ら
「
フ

レ
ー
フ
レ
ー
田
野
川
」
、

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
日
本
」

と
小
気
味
よ
い
元
気
な

エ
ー
ル
が
校
庭
中
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

すきを引く牛や農夫を演じる保護者

25（日）9

あ
〜
！
田
野
川
応
援
団

稲刈りを演じる児童

東中筋中学校

ツ
ル
の

自
然
体
験
学
習
　

　

本
校
は
例
年
、
中
村
商
工
会
議
所
が
中

心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
「
四
万
十
つ

る
の
里
づ
く
り
の
会
」
の
取
り
組
み
に
協

力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

７
月
11
日
、
四
万
十
つ
る
の
里
づ
く
り

の
会
、国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
、中

村
河
川
国
道
事
務
所
主
催
の
「
ツ
ル
の
自

然
体
験
学
習
」
に
、
東
中
筋
小
学
校
、
中
筋

小
学
校
の
各
６
年
生
と
と
も
に
本
校
１
年

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、本
校
の
視
聴
覚
室
で
、野
生
生

物
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
澤
田
佳
長

さ
ん
か
ら「
つ
る
と
自
然
環
境
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て

そ
の
後
、３
校
の
児
童
生
徒
が
、主
催
者
の

準
備
し
た
バ
ス
に
分
乗
し
て
、
具
同
中
山

地
区
の
中
筋
川
河
川
敷
に
移
動
し
、
秋
に

飛
来
す
る
ナ
ベ
ヅ
ル
の
餌
に
す
る
、
稲
穂

を
育
て
る
た
め
の
種
モ
ミ
を
ま
き
ま
し
た
。

　

12
月
３
日（
予
定
）に
は
本
校
の
体
育
館

等
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、「
つ
る
の
里
祭

り
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の

時
は
き
っ
と
、

生
徒
た
ち
が

ま
き
育
っ
た

稲
が
、
飛
来
し

た
ツ
ル
の
餌

と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も

の
で
す
。

ナベヅルの飛来に期待！

中村中学校

中
村
中
学
校

公
園
清
掃
　

　

10
月
４
日（
火
）、中
村
中
学
校
の
２
年
生

（
約
90
人
）の
皆
さ
ん
に
、市
街
地
に
あ
る
仲

瀬
、
八
反
原
、
天
神
各
公
園
の
清
掃
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
清
掃
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」の「
地
域
貢
献
活
動
」と
い
う
授
業
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
当
日
は

３
ヶ
所
の
公
園
に
、そ
れ
ぞ
れ
学
校
か
ら
清

掃
用
具
を
持
参
し
て
集
合
し
、園
内
の
雑
草

の
除
去
や
落
ち
葉
集
め
の
ほ
か
、ト
イ
レ
清

掃
ま
で
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

し
て
約
40
袋
の
雑
草
、
落
ち
葉
が
集
ま
り
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
公
園
は
す
っ
か
り
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
最
初
は
汚

か
っ
た
ト
イ
レ
の
床
が
白
く
な
っ
て
嬉
し

か
っ
た
」「
近
所
の
人
に
あ
り
が
と
う
と

言
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
く
な
っ
た
」「
公
園

を
も
っ
と
大

事
に
使
い
た

い
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ

た
ほ
か
、
あ
る

公

園

で

は

ち
ょ
う
ど
自

転
車
で
通
り

か
か
っ
た
市

民
が
生
徒
の

皆
さ
ん
の
取

り
組
み
に
感

心
し
て
い
ま

し
た
。

11（月）7 11

（火）

10 4

中村小学校改築起工式　

　施設の老朽化により44年ぶりに建て替えを行う、中村小学校校舎改築工事の
起工式が10月20日行なわれ、市長はじめ工事関係者が無事故で安全に工事が
行なわれるよう祈願しました。
　来年８月完成予定であり、来年の2学期からは、新校舎で授業を行なうことと
なります。

【問い合わせ先】　(市)教育委員会　☎(34)1136  FAX(34)4271  E-mail：school@city.shimanto.lg.jp
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西
土
佐
地
域
小
学
校

思
い
出
に
残
る
運
動
会

西
土
佐
地
域
小
学
校

思
い
出
に
残
る
運
動
会

　

来
年
４
月
の
小
学
校
再
編
を
控
え
た
西
土
佐
地
域
で
は
、秋
の

晴
天
の
下
、各
小
学
校
に
て
最
後
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

口
屋
内
小
学
校
の
今
年
の
テ
ー
マ

は「
力
の
か
ぎ
り
燃
え
つ
き
ろ
！
最
後

の
運
動
会
」。児
童
た
ち
は
ダ
ン
ス
、一

輪
車
、
応
援
合
戦
な
ど
、
最
後
の
最
後

ま
で
力
を
振
り
絞
っ
て
が
ん
ば
り
ま

し
た
。燃
え
尽
き
る
ま
で
が
ん
ば
っ
た

子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、地
域
の
皆
さ
ん

の
目
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

津
野
川
小
学
校
は
、校
長
先
生
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
仮
装
や
ダ
ン
ス
で
大
盛

り
上
が
り
。全
校
児
童
で
難
し
い
エ
イ

サ
ー
の
踊
り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。皆

の
記
憶
に
残
る
楽
し
い
運
動
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

保
護
者
た
ち
の
パ
ン
ツ
一
枚

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
の
踊
り
で
盛

り
上
が
っ
た
の
は
西
ケ
方
小
学
校
。地

域
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
児
童
た
ち
も

大
喜
び
。先
生
に
合
わ
せ
て
河
童
の
踊

り
を
す
る
「
カ
ッ
パ
レ
、
カ
ッ
パ
レ
」
、

豚
に
扮
し
た
お
父
さ
ん
を
ム
チ
で
叩

い
て
引
っ
張
っ
て
い
く「
ト
ン
だ
レ
ー

ス
！
」
。
最
後
ま
で
笑
顔
の
絶
え
な
い

運
動
会
で
し
た
。

　

須
﨑
小
学
校
で
は
、
児
童
た
ち
の

「
マ
ル
マ
ル
モ
リ
モ
リ
」
の
ダ
ン
ス
を

披
露
。息
の
合
っ
た
か
わ
い
い
踊
り
に

地
域
の
皆
さ
ん
も
満
面
の
笑
顔
。「
ね

ば
れ
、
が
ん
ば
れ
、
須
﨑
っ
こ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、最
後
ま
で
全
力
で
運
動
会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
多
い
観
客
が
集
ま
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
本
村

小
学
校
の
運
動
会
。本
村
保
育
所
の
児
童
も
参
加
し
、た
く
さ
ん

の
応
援
の
中
33
人
の
児
童
た
ち
が
力
い
っ
ぱ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

駆
け
回
り
ま
し
た
。

　

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
、長
い
歴
史
と
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
小
学
校
運
動
会
。最
後
の
運
動
会
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
子
ど

も
た
ち
の
姿
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
深
く

刻
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
・
西
土
佐
小
学
校
起
工
式

　

来
年
４
月
の
西
土
佐
小
学
校
開
校
に
伴
い
、川
﨑
小
学
校
校
舎

の
増
築
・
大
規
模
改
造
工
事
の
起
工
式
が
10
月
11
日
、
川
﨑
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
市
長
、
教
育
長
、
市

議
会
議
長
、
工
事
関
係
者
ら
20

名
が
参
加
し
、
鍬
入
れ
な
ど
の

神
事
を
行
い
、
工
事
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
来
年
３
月
に
完
成
予

定
で
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
は

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
小
学
校

で
、
西
土
佐
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

口屋内小学校西ケ方小学校 津野川小学校

須﨑小学校

本村小学校

　

こ
ん
に
ち
は
皆
さ
ん
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ト

レ
イ
ラ
で
す
。

　

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
23

歳
で
す
。
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ア
ト
ラ
ン
タ
か
ら

来
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
１
９
９
６
年
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
コ

カ
コ
ー
ラ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
ア
ト
ラ
ン
タ
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

西
土
佐
地
域
は
と
て
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ

な
の
で
、着
い
た
時
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
、
大
阪
の
関
西
大
学
に
留
学
を
し
ま
し

た
が
、
日
本
語
が
ま
だ
下
手
で
す
。
こ
ち
ら
に

来
て
も
っ
と
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

　

私
の
趣
味
は
音
楽
で
す
。
ピ
ア
ノ
と
日
本
の

お
箏
を
弾
け
ま
す
が
、
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
味
線
と
か
洋
式
の
楽
器
と
か
を
弾
け
る
方
、

一
緒
に
演
奏
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で

料
理
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
日
本
料

理
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

　

見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ＡＬＴ紹介

西土佐地域　西土佐地域　

クリスチャンです。

よろしく

お願いします

【問い合わせ先】　(市)教育委員会 西土佐事務所　☎(52)1110  FAX(52)1446  E-mail:n-school@city.shimanto.lg.jp
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注1）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人および40歳以上の協会けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済み
　　の人が対象です。    
注2）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。
　　※11月12日までの計画については、広報四万十10月号に掲載しています。

【問い合わせ先】　　（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132 

「
が
ん
検
診
受
診
率
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
定
」締
結

　

９
月
27
日
（
火
）
、
市
役
所
応
接
室
に

お
い
て
、
四
万
十
市
、
幡
多
信
用
金
庫
、

ア
フ
ラ
ッ
ク
の
３
者
に
よ
り
「
が
ん
検

診
受
診
率
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
と
民
間
企
業
の
連
携
に

よ
り
、
が
ん
検
診
の
啓
発
、
受
診
勧
奨
な

ど
を
行
う
も
の
で
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
作
成
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ

り
本
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

図
る
と
と
も
に
市
民
の
健
康
的
な
生
活

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
四
国
内
の

市
町
村
で
は
本
市
が
初
め
て
で
す
。
こ

れ
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
本
市
の
が
ん
対

策
推
進
の
目
標
達
成
に
向
け
、
一
層
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

事　　業　　名　
胃がん検診
子宮がん検診
乳児健診

子宮がん検診

大腸がん検診容器配付
健康の集い（食事会セット）
胃がん検診
定例健康相談
特定検診結果説明会
特定検診結果説明会
ぴよっこクラブ（親子の集い）
出張料理教室
1歳9ヵ月児健診
健康の集い
大腸がん検診容器配付
特定健診（生活習慣病健診）  注1
特定健診（生活習慣病健診）  注1
出張料理教室（集いセット）
健康相談
出張料理教室（集いセット）
3歳児健診
ひまわり健診（未受診者対象）
定例健康相談
出張料理教室
献血
乳児健診
親子子育て相談　【要予約】
献血
献血
輝くカラダ塾　食教室
乳幼児（赤ちゃん）相談
ママタッチ教室
離乳食相談
子宮がん検診（未受診者対象）
子宮がん検診（未受診者対象）
マム＆チルドレン
健康の集い（食事会セット）
1歳9ヵ月児健診
特定健診（未受診者対象）   注1

月　 日
11月14日（月）

11月16日（水）

11月17日（木）

11月18日（金）

11月21日（月）

11月22日(火)

11月24日（木）

11月25日（金）

11月28日（月）
11月29日（火）

11月30日（水）

12月1日（木）

12月2日（金）

12月4日（日）
12月5日（月）

12月7日（水）

12月8日（木）

12月9日（金）

12月13日（火）

12月14日（水）

12月16日（金）

12月17日（土）

該当地区
富山

後川・八束

東山
東山

大川筋

具同
具同

八束
後川

中村全地区
中村全地区

中村全地区

時　　間
8:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00 13:00 ～ 14:30
12:50 ～ 13:30
9:30 ～ 11:00
13:00 ～ 14:30
個別通知
11:00 ～
8:00 ～ 9:30
9:00 ～ 11:00

10:00集合/13:30集合
10:00集合/13:30集合

9:30 ～ 11:30
11:00～

12:50 ～ 13:30
13:30～
個別通知

9:30 ～ 10:30 13:30 ～ 14:30
9:30 ～ 10:30 13:30 ～ 14:30

11:00 ～
13:30 ～ 15:00
11:00 ～

12:50 ～ 13:30
9:30 ～ 10:30
9:00 ～ 11:00
11:00 ～

12:30 ～ 16:30
12:50 ～ 13:30

9:00 ～ 12:00 13:00 ～ 17:00
9：00 ～ 11：30 12:30 ～ 16:30

9：00 ～ 12：30
13:00 ～ 15:30

9:30 ～ 11:00 13:00 ～ 14:30
9 :30 ～ 11:00
13:00 ～ 14：30

9:30 ～ 10:30 13:00 ～ 14:00
9:30 ～ 10:30 13:00 ～ 14:00
10:00 ～ 11:30
11:00 ～

12:50 ～ 13:30
9:30 ～ 10:30 13:30 ～ 14:30

場　　　所
富山地区集会所
市立文化センター
市役所 3階 会議室
市立文化センター
古津賀ふれあい会館 注2
東山・下田地区
下家地集会所
かわらっこ
西土佐分署横
自由ヶ丘老人憩いの家
防犯センター
西土佐保健センター
橘集会所
市役所 3階 会議室
奥屋内下集会所
富山・蕨岡・大川筋・後川地区
市立中央公民館
市立文化センター
玖木公民館
市役所 1階 相談室
中半集会所
市役所 3階 会議室
西土佐保健センター
西土佐分署横
藤ノ川集会所
四国電力㈱中村支店
市役所 3階 会議室
市役所 保健介護課
フジグラン四万十
JA高知はた本所
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市役所 3階 会議室
市立文化センター
市立文化センター
子育て支援センター
下家地集会所
市役所 3階 会議室
市立文化センター

111年に1度は健診を
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（34）2126

医
師
診
療
担
当
日
● 

受
　
　

付:

８
時
〜
11
時

● 

診
療
時
間:

９
時
〜

11
月
１
日
か
ら

月 火 水 木 金

内　科

外　科

整形外科

脳神経

外　科

泌尿器科

午前

午後

午前

午前

午前

午後 急　患　の　み

休　　　　　診

（第1週休診）

(禁煙
外来を
含む)

禁煙外来
（呼吸器外来）

初診
初診初診

再診

再診

再診

再診

休　診 再診

再診

再診

再診

再診

初診

矢野昭起
樋口佑次

初診 矢野昭起

樋口佑次 高橋敏也再診

樋口佑次

石井泰則

第1

第3

第5

樋口佑次

矢野昭起矢野昭起

再診 樋口佑次

（紹介患者のみ）

樋口佑次

鷲山憲治 

再診 樋口佑次 

鷲山憲治 

国立高知
病院医師

竹田修司

竹田修司

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

石井泰則

坪屋英志

川田祥子

（伴　昌幸）

宇都宮俊介

河内　通

伴　昌幸

（川田祥子）

■
「
健
康
フ
ェ
ア
」
開
催

　

病
気
の
予
防
な
ど
健
康
に
関
す
る
正
し
い

知
識
や
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
健
康
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
一
條
大
祭

期
間
中
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
無
料
で
す
）

日
　

時
　

11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

場
　

所
　

市
民
病
院 

1
階
ロ
ビ
ー

内
　

容  

Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
コ
ー
ナ
ー

病
院
食（
治
療
食
）の
試
食
コ
ー
ナ
ー

（
レ
シ
ピ
も
お
配
り
し
ま
す
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

（
血
圧
・
血
糖
値
測
定
、体
力
測
定
な
ど
）

健
康
相
談
、
医
療
・
介
護
相
談
、
お

　
　
　
　

薬
相
談
、栄
養
相
談
な
ど

■
市
民
病
院
広
報
誌
を

　

創
刊
し
ま
し
た

　

市
民
病
院
で
は
、こ
の
度
、広
報
誌「
せ
せ
ら

ぎ
」を
創
刊
し
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ま
と
地
域
と
病
院
を
つ
な
ぎ
、健
康

増
進
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
情
報
発
信

す
る
た
め
に
も
、各
ご
家
庭
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

発
行
は
年
4
回
の
予
定
で
、
院
内
で
は
受

付
、各
外
来
待
合
な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

せせらぎ

四
万
十
市
職
員（
管
理
栄
養
士
、臨
床
工
学
技
士
）

採
用
資
格
試
験

管
理
栄
養
士

臨
床
工
学
技
士

１
名

１
名

試
験
職
種

採
用
予
定
人
員

受
験
資
格

●
第
一
次
試
験
　

　

日
　

時
　

平
成
24
年
1
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
40
分
集
合（
時
間
厳
守
）

　

会
　

場
　

四
万
十
市
役
所
本
庁（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4－

10
）

●
受
付
期
間
　

11
月
7
日(

月)

〜
12
月
9
日(

金)

　

（
郵
送
の
場
合
は
12
月
9
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
）

受
験
申
込
書
は
次
の
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
ま
す

①
市
役
所
本
庁
１
階
総
合
案
内

　

（
土
、日
、祝
日
は
庁
舎
北
側
守
衛
室
）

②
西
土
佐
総
合
支
所
地
域
企
画
課

　

(

土
、日
、祝
日
は
宿
直
室
）

③
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
郵
送
に
よ
る
請
求
の
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
用
紙

　

請
求
」と
朱
書
し
、宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒（
A
4
サ

　

イ
ズ
の
角
2
封
筒
に
1
2
0
円
切
手
貼
付
の
こ
と
）を
同
封

　

し
て
総
務
課
人
事
係
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　
　

　

四
万
十
市
役
所
本
庁
３
階 

総
務
課
人
事
係

　
　

〒
7
8
7－

8
5
0
1　

　
　

四
万
十
市
中
村
大
橋
通
4
丁
目
10
番
地

　
　

☎(

3
4)

1
8
0
3
ま
た
は(

3
4)

1
1
1
1

　
　

（
内
線
２
３
２
２
・
２
３
２
３
・
２
３
２
４
・
２
３
２
５
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 　

昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、管
理
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
人
。

　

ま
た
は
平
成
24
年
5
月
31
日
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人
。

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、臨
床
工
学
技
士
の
免
許
を
有
す
る
人
。

　

ま
た
は
平
成
24
年
4
月
30
日
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
人
。
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～管理栄養士からのメッセージ～

作
り
方

（市民病院 管理栄養士 坂本一美）

①にらを細かく切り、豚ミンチ、塩こしょう、しょうゆと混ぜ合わせる

②ボウルにもち粉と絹ごし豆腐を入れて混ぜ合わせる。耳たぶの固さ

になるまで水で調整する

③ひとつ６０ｇくらいを丸くのばして具材を包み、平もちの形に成形

する

④熱したフライパンにごま油を引き、もち餃子を並べて蓋をし、弱火

で両面がきつね色になるまで焼く

⑤表面に塩をふってできあがり

栄養成分【１個分】

エネルギー：169kca l

たんぱく質：5.3g

脂　　　質：4.7g

【材料5個分】 

もち餃子

　生地に絹ごし豆腐を入れることで、栄養価が高まり成形しやすくなりますが、

もち粉と水だけで生地を作ったほうがより一層もちもちっとした食感を楽しめ

ます。手にごま油を塗っておくと成形しやすくなります。

豚ミンチ …………………………50g

にら ………………………………1本

塩こしょう ………………………少々

しょうゆ …………………………少々

（生地）

もち粉 …………………………  150g

絹ごし豆腐 ……………………  150g

ごま油 ………………………大さじ１

塩 …………………………………少々

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

【
相
談
窓
口
】

（
本
　
　

庁
）福
祉
事
務
所 

家
庭
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
8
0
1

　
　
　
　
　

家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　

☎（
3
5
）5
2
5
5

（
総
合
支
所
）福
祉
事
務
所 

西
土
佐
分
室

　
　
　
　
　

（
保
健
課
内
）

　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

※
休
日
、祝
日
、夜
間
の
緊
急
通
報
は
、☎（
3
5
）5

　

2
5
5
で
福
祉
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
深
い
傷
を
残
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。児
童
虐
待
は
、地
域
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
で
、
発
生
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に「
気
に
な
る
子
ど
も
」は
い
ま

せ
ん
か
？
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
市
の
児
童
家
庭
相
談
窓
口
や
、
県
の
児
童
相
談

所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
一
報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

実
施
期
間
　

11
月
1
日（
火
）〜
30
日（
水
）

標
　
　

語

　

「
守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気
」

　■おもちの中に餃子の具が入ったような料理です。以前あるお店で食べ
た、もちもちっとした食感の餃子をヒントに、何度か試行錯誤を重ねて、
家庭で簡単に作れるように考えてみました。

　　生地に豆腐を使うことで、たんぱく質を多くしました。メインのおか
ずにはもちろん、育ち盛りの子供達のおやつや、食事量が減った高齢者
にも適した一品です。

所要時間約25分

【問い合わせ先】 （本庁）保健介護課 ☎（34）1115　（総合支所）保健課 ☎（52）1132

　まだ済ませていない人は、できるだけ早く、受託医療機関で受けるようにしましょう。
　接種料金は無料です。（接種期間を過ぎると任意接種となり、有料になります）

生後12月～24月未満（１歳になったらできるだけ早く）

小学校就学前の１年間の幼児（Ｈ17.4.2～Ｈ18.4.1生）

中学１年生相当年齢の人（Ｈ10.4.2～Ｈ11.4.1生）

高校３年生相当年齢の人（Ｈ5.4.2～Ｈ6.4.1生）

２歳の誕生日の前々日まで

平成23年4月1日

～

平成24年3月31日

対　象　者 接 種 期 間
1期

2期

3期

4期

※対象者には個人通知をしていますが、予診票などを紛失した場合は下記までご連絡ください。
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時

場

時

場

時

場

時

場

四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”
　　親子ふれあい活動　1・2・3歳児対象

ぽっぽでティータイム①②③　

　広げよう趣味の輪　

小物編・・・手作りの小物や子ども服などの情報交換

11月21日（月）　9:30～11：30
子育て支援センター

食編・・・簡単にできるおやつやおかずの情報交換

11月22日（火）　9:30～11：30
子育て支援センター

※希望の日に参加してください。

クリスマス製作①②③

　いろいろな材料を使って、かわいいクリスマスの飾り
を作るョ。
　紙粘土で雪だるまも作って飾ろうね。
　木の実など飾りたいものがあれば持って来てくださ
い。

①11月29日（火）、②12月１日（木）、③2日（金）
9:30～11：30
子育て支援センター

ぽっぽで遊ぼう①②③　

　ぽっぽのお庭で　お友だちと一緒に元気いっぱい遊ぼう！

クリスマスのプレゼントを入れる袋も作るよ♪

①12月13日（火）、②15日（木）、③16日（金）　
9:30～11：30
子育て支援センター

　　その他の活動

ぴよちゃんクラブ①②　

〔お庭でピクニック〕
　お母さんと一緒にお外でいっぱい遊んだらその後はうれ
しいおやつタイム！
　お庭で食べると楽しいョ♪（おやつと飲み物を持参してく
ださい！）

①②11月25日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター

〔クリスマス製作〕
　松ぼっくりでクリスマスツリーを作りましょう。ビーズの
飾りもつけようね。

①12月　7日（水）、②8日（木）　9:30～11:30
子育て支援センター

お誕生会

11月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪
〔1、2、3歳児〕11月17日（木）　9:30～11:30
〔ぴよちゃんクラブ〕11月18日（金）　9:30～11:30
子育て支援センター

お誕生会

12月生まれのお友達のお誕生日をみんなでお祝いしようね♪
〔1、2、3歳児〕　　　
〔ぴよちゃんクラブ〕　
子育て支援センター

※初めて参加を希望する人は、準備などの都合がありますの
で、あらかじめご連絡ください。①など番号が付いている
活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

育　児　相　談
相談日／月～金曜日　9：30～11:30、13:00～17:00
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気
軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所して
の相談にも応じます。
※第３木曜日は、家庭相談員による育児相談を行ってい
ます。　9:30～11:30

保 育 所 名
愛 育 園
もみじ保育所

あおぎ保育所

古津賀保育所

東 山 保 育 所
具 同 保 育 所

八 束 保 育 所

東中筋保育所

　月　日
12月 9日
11月21日
11月18日
12月 6日
11月16日
12月14日
11月17日
12月 7日
11月29日
12月13日
12月13日

金
月
金
火
水
水
木
水
火
火
火

時　間
9:30～10:30
10:00～11:00

9:30～10:30

10:00～11:00

10:00～11:00
9:30～11:30

9:30～10:30

9:30～10:30

駐車場
なし
なし

数台あり

数台あり

数台あり
数台あり

数台あり

数台あり

園庭開放　※雨天の場合は中止します。

12月12日（月）
 9:30～11:30

保育士資格を持っている人
四万十市内の市立保育所
※勤務保育所は、欠員状況や本人の希望
により調整します。

8時30分～17時15分
（早番、遅番など時差勤務あり）
日額7,100円
※超過勤務手当、通勤手当が別途支給さ
れます。

　履歴書（市販のものに写真貼
　付）、保育士証（写）を福祉事務
　所保育所係（市役所1階）まで提
　出してください。

　（本庁）福祉事務所 保育所係
　0（34）1780
　E-mail：hoiku@city.shimanto.lg.jp

応募条件
勤務場所

勤務時間

給　　料

応募方法

  【問い合わせ・提出先】

【急募】臨時保育士  随時募集中

時

場

時

場

時

場

時

場

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10 0（３５）３７４８
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国
際
連
合
は
、
第
３
回
国
際
連
合
総

会
（
1
9
4
8
年
）
に
お
け
る
「
世
界
人

権
宣
言
」
の
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択

日
の
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー｣

と
定

め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
（
12
月
4
日
〜
10

日
）
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人

権
宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年
度
の

人
権
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、県

内
の
主
要
箇
所
で
「
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
、
D
V
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
関
す
る
人

権
問
題
や
、
児
童
虐
待
、
い
じ
め
、
体
罰

な
ど
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
、高
齢
者

や
障
害
者
に
関
す
る
問
題
、そ
の
他
嫌

が
ら
せ
等
、
人
権
に
関
す
る
ご
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
　

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
「
相
談
窓

口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

　

☎（
３
４
）１
６
０
０
　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
４
）１
６
０
１

（
市
）人
権
啓
発
課
　

         

　

☎（
３
５
）１
０
３
５

12
月
4
日
〜
10
日
は

人
権
週
間
で
す

　

11
月
12
日(

土)

〜
25
日(

金)

は
、｢

女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動｣

の
実
施
期
間
で

す
。

　

暴
力
は
、
性
別
や
年
齢
、
間
柄
を
問
わ
ず
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、

児
童
虐
待
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
暴
力
に

よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
周
り
の
誰
か
が
被

害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
は
、
女
性
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話
　

０
８
８(

８
３
３
）０
７
８
３

受
付
時
間
　

平
日
９
時
〜
22
時

土
、日
、祝
日
９
時
〜
20
時

※

年
末
年
始
は
休
み

■
警
察
で
は
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
を
24
時
間

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
の
あ
る
方
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
、
ま
た
は
警
察
本
部
の

総
合
相
談
係 

【
＃
９
１
１
０
ま
た
は
☎
０

８
８
（
８
２
３
）
９
１
１
０
】
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

　

地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵

さ
れ
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
見
守
り
、
も
し
、

人
権
が
侵
さ
れ
た
と
き
に
は
法
務
局
と

連
携
し
て
救
済
の
た
め
の
適
切
な
措
置

を
採
る
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
す
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
、
お
気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎ 

0
8
8(

8
2
2
）3
5
0
3

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

藤

右山

平野

下田

中村百笑町

森沢

駅前町

右山五月町

西土佐用井

西土佐岩間

威能 敬枝

遠近 準二

近藤 信子

岩瀬 幸吉

佐田 政美

遠近 哲代

大森 景一

竹田 元久

岡林 武範

度長 　靖

　

市
で
は
、人
権
週
間
参
加
事
業
と
し
て
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
街
頭
パ
レ
ー
ド

  

広
報
車
を
先
頭
に
、
横
断
幕
、
中
村
南
小
鼓

笛
隊
、
パ
レ
ー
ド
参
加
者
の
順
に
街
頭
パ
レ

ー
ド
を
行
い
、標
語
入
り
風
船
、絵
画
入
り
テ

ィ
ッ
シ
ュ
、チ
ラ
シ
な
ど
、人
権
啓
発
資
料
を

配
布
し
て
市
民
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

四
万
十
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
　

時
　

12
月
４
日（
日)

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
　

　

高
知
は
た
農
協
会
館 
４
階 

大
ホ
ー
ル

※

雨
天
決
行

コ
ー
ス
　

高
知
は
た
農
協

←

中
村
駅
　
　
　

　
　

（
休
憩
）

←

高
知
は
た
農
協

※

雨
天
の
場
合
高
知
は
た
農
協
会
館
大
ホ
ー

　

ル
で
行
い
ま
す
。

　

終
了
時
間
に
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。

■
四
万
十
市
小
学
生
・
中
学
生

　

「
人
権
絵
画
・
標
語
作
品
展
」

期
　

間
　

12
月
15
日（
木
）〜
21
日（
水
）

時
　

間
　

９
時
〜
17
時

会
　

場
　

立
中
央
公
民
館 

展
示
ホ
ー
ル

入
場
料
　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）人
権
啓
発
課
　

☎（
３
５
）１
０
３
５

■特設人権相談所、「女性の人権ホットライン」強化週間、四国一斉12時間電話相談や、警察による各種相談電話のご案内は
　28ページに掲載していますので、そちらもご参照ください。 平
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【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

環
境
生
活
課 

0
（
3
4
）
6
1
2
6

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量！！！！！！

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
約
４０
％
は
生
ご
み
で
、
そ
の
８０
％
は
水
分
で
す
。

　

生
ご
み
の
嫌
な
臭
い
や
腐
敗
の
原
因
は
、こ
の
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
減
量
の
た
め
に
も
、水
分
を
多
く
含
ん
だ
生
ご
み
を
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
入
れ
て
出

す
の
で
は
な
く
、し
っ
か
り
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

《
水
切
り
の
工
夫
例
》

①
玉
ね
ぎ
の
皮
、カ
ボ
チ
ャ
の
わ
た
、ピ
ー
マ
ン
の
芯
な
ど

は
水
に
濡
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
ニ
ン
ジ
ン
、大
根
の
皮
は
洗
う
前
に
む
く
。（
皮
ご
と
調
理

す
る
と
ご
み
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、皮
を
む
く
よ
り
そ

ぐ
と
ご
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
）

③
茶
殻
、紅
茶
、コ
ー
ヒ
ー
の
か
す
は
手
で
き
っ
ち
り
し
ぼ

る
。

生
ご
み
は
し
っ
か
り
水
切
り
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
る
ご

み
の
約
40
％
は
生
ご

み

で
、そ

の

5

5
．

5

％

が

調

理

く

ず
、

2
7
．7
％
が
食
べ
残

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、買
っ
た
状
態

の
ま
ま
捨
て
て
い
る

食
品
も
か
な
り
あ
る

よ
う
で
す
。

《
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
》

①
食
材
は
必
要
量
を
考
え
て
買
う
。

②
ニ
ン
ジ
ン
、大
根
な
ど
皮
の
ま
ま
調
理

す
る
。（
皮
が
ダ
メ
な
人
は
、む
く
よ
り
そ

ぐ
と
ご
み
が
少
な
く
な
り
ま
す
）

③
食
べ
残
し
を
し
な
い
。

ご

み

減

量

の

近

道

は

生

ご

み

の

減

量

で

す

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を
利
用
す
る
と
、生
ご
み
の
水
分
が
無
く

な
り
重
量
ベ
ー
ス
で
約
20
％
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

嫌
な
臭
い
も
な
く
な
り
衛
生
的
で
す
。

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
お
よ
び
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
購
入
に
対

し
て
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、購
入
を
希
望
す
る
人
は（
市
）環

境
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
補
助
対
象
者
　

四
万
十
市
民
も
し
く
は
四
万
十
市
の
事
業
者

○
対
象
機
器
お
よ
び
補
助
金
額

●
生
ご
み
処
理
機
　

３
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
1
/
2
補
助

（
上
限
３
万
円
）

●
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
　

１
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て
一
律
５
千
円

※
購
入
は
四
万
十
市
内
の
店
舗
に
限
り
ま
す
。購
入
後
の
申
請
は
補

助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

生
ご
み
の
自
家
処
理
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

四

万

十

市

ご

み

総

排

出

量

の

比

較

普通ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

ごみ合計量

リサイクル率

平成22年度

（４月～９月）

5,797トン

198トン

694トン

6,689トン

10.4％

平成23年度

（４月～９月）

5,734トン

184トン

635トン

6,553トン

9.7％

比較

63トン減

14トン減

59トン減

136トン減

0.7ポイント減

調理くず
55.5％

食べ残し 
27.7％

その他 5.7％

手つかずの食品
11.1％

（重量ベース）
出典：平成14年環境省資料
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計
量
法
に
よ
る
検
定
有
効
期
間
満
了
に
よ
り
、
具
同
地
区
の
水
道
量
水
器
（
メ
ー

タ
ー
）を
左
記
の
と
お
り
交
換
し
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
の
料
金
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

交
換
時
に
は
、ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
何
卒
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、ご
不
在
の
場
合
で
も
、メ
ー
タ
ー
交
換
は
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】（
市
）水
道
課 

工
務
係
　

☎（
3
4
）1
7
1
1

第
40
回 

難
病
医
療
・

福
祉
相
談
会

　

現
在
、土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅
前

広
場
で
は
、12
月
15
日
ま
で
の
予
定
で
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴

い
、従
来
の
駅
利
用
者（
送
迎
用
短
時
間
利

用
者
専
用
）駐
車
場
が
利
用
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、代
替
駐
車
場
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
お

り
連
日
混
雑
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、代
替
駐
車
場
満
車
の
場
合

は
駅
舎
裏
手（
後
川
堤
防
下
）の
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、工
事
期
間
中
は
、駅
前
広
場
内
の

通
路
が
頻
繁
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、

交
通
整
理
員
の
指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、駅
裏
手
駐
車
場
へ
の
進
入
路
は
、

国
道
56
号
宿
毛
方
面
か
ら
中
村
大
橋
西
詰

堤
防
交
差
点
左
折
で
す
。こ
の
交
差
点
は

高
知
方
面
か
ら
の
西
進
車
線
か
ら
は
右
折

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

（
市
）都
市
整
備
課 

計
画
係

☎（
3
4
）1
7
8
2

中
村
駅
前
広
場
改
修
工
事
に
伴
う
駅
利
用
者

駐
車
場
の
変
更

水
道
量
水
器
取
替
工
事

　

各
種
社
会
福
祉
施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
、
保
育

所
な
ど
）
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
い

っ
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
お
い
て
の
疑

問
や
悩
み
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
は
、

そ
の
事
業
者
と
の
話
し
合
い
で
の
解
決
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
話
し
合
い
だ
け
で
は
解
決
し
な

か
っ
た
り
、
直
接
話
す
こ
と
に
少
し
抵
抗
を

感
じ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困

り
ご
と
解
決
委
員
会
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
厳
守
で
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
受
付
は
年
末
年
始
を
除
い

た
平
日
の
９
時
か
ら
16
時
ま
で
で
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会

（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委
員
会
）

〒
7
8
0-

0
8
7
0 

高
知
市
本
町
4
丁
目
1-

37
　

高
知
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
丸
ノ
内
ビ
ル
）３
階

☎
　
　

 

0
8
8(

8
0
2
）2
6
1
1  

F
A
X 

0
8
8(

8
7
2
）6
2
1
1

E
-m
a
il

：ka
ike
tsu@

m
e
.pika
ra
.ne
.jp  

(

F
A
X
、メ
ー
ル
は
24
時
間
受
付) 

　

難
病
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
医
療
や
福
祉
、

就
労
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
人
向
け
の
生
活

便
利
グ
ッ
ズ
の
展
示（
ル
ミ
エ
ー
ル
サ
ロ

ン
）も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
　

時
　

11
月
20
日（
日
）

受
　
　

付
　

12
時
30
分
〜
14
時
　

相

談

会
　

13
時
〜
16
時

場
　
　

所
　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

2
階

申
込
期
限
　

11
月
14
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所 

健
康
障
害
課
　

☎（
3
4
）5
1
2
4

福
祉
サ
ー
ビ
ス

困
り
ご
と
解
決
委
員
会

入
田
・
自
由
ヶ
丘
地
区

田
黒
１
、
２
丁
目
地
区
　

渡
川
１
、
２
丁
目
、
工
業
団
地
地
区

中
村
水
道
工
事
セ
ン
タ
ー

㈲
カ
キ
タ
ニ
設
備

岡
崎
プ
ロ
パ
ン
㈱

工
　

期
　

平
成
24
年
3
月
9
日
ま
で

取
替
地
区

施
工
業
者

平
成
23
年
11
月
号

22



　

市
で
は
近
い
将
来
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
な
ど
に
備
え
、

家
具
類
の
転
倒
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、高
齢
者
世
帯

等
を
対
象
に
し
た
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

対
　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、自
力
で
金
具
な
ど
を
取
り
付
け
る
こ
と

が
困
難
な
世
帯

(

１) 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

(

２) 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
も
の
が
属
す
る
世
帯

(

３) 

前
掲
の
ほ
か
、取
り
付
け
作
業
が
困
難
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
た

世
帯

支
援
内
容

　

市
が
委
託
し
た
法
人
等
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、無
償
で
金
具
取
り
付

け
を
行
い
ま
す
。作
業
を
行
う
家
具（
タ
ン
ス
、棚
、冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ
な

ど
）は
最
大
4
台
ま
で
で
す
。

　

な
お
、固
定
金
具
や
取
り
付
け
に
必
要
な
補
助
材
な
ど
の
資
材
費
は

申
請
者
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
借
家
に
お
住
ま
い
の
人
は
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　

所
定
の
申
請
書
を
市
役
所
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
か
ら
支
援
決
定
後
、法
人
等
に
よ
る
住
宅
の
下
見
お
よ
び
取
り

付
け
に
つ
い
て
の
協
議
を
含
め
て
、作
業
実
施
ま
で
お
お
む
ね
1
ヶ

月
ほ
ど
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
開
始
日
　

11
月
21
日（
月
）

募
集
世
帯
　

30
世
帯（
申
込
順
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
本
庁
）総
務
課 

防
災
対
策
係
　

☎（
3
5
）2
0
4
4

家
具
等
転
倒
防
止
対
策
事
業

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅

生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、左
記
の
日
常

生
活
用
具
の
購
入
費
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し

て
い
ま
す
。

品
目
と
補
助
上
限
額

●
電
磁
調
理
器
…
…
3
万
円

●
火
災
警
報
器
…
…
1
万
円

●
自
動
消
火
器
…
…
2
万
円

対
象
者
　

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、市
民

税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
市
民
税
の
う
ち
均
等
割
り

の
み
の
世
帯

申
請
時
に
必
要
な
書
類

●
購
入
予
定
用
具
の
メ
ー
カ
ー
、機
種
、金
額
な
ど

の
記
入
さ
れ
た（
用
具
の
見
積
書
で
も
可
）日
常

生
活
用
具
購
入
費
補
助
金
交
付
申
請
書

●
日
常
生
活
用
具
取
り
付
け
前
の
写
真

※
必
ず
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

 

　

（
購
入
後
の
申
請
の
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課 

長
寿
介
護
係

（
総
合
支
所
）保
健
課

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

四
万
十
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部

四
万
十
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
西
部

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
購
入

補
助
事
業

0（
3
4
）1
1
6
5

0（
5
2
）1
1
3
2

0（
3
4
）0
1
7
0

0（
3
5
）0
0
3
7

0（
3
7
）2
6
2
6

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
万
十
消
防
署 

☎（
3
4
）5
8
8
1

　

西
土
佐
分
署
　

 

☎（
5
2
）1
1
4
3

四
万
十
市
で
も
、こ
ん
な
例
が
・・・

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
、魚
を
焼
い
て
い
た
こ
と
を
忘
れ

放
置
し
、し
ば
ら
く
し
て
警
報
音
が
鳴
り
、気
が
付
い

た
家
族
が
台
所
へ
行
く
と
煙
が
充
満
、ガ
ス
コ
ン
ロ

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
火
災
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

火
災
の
一
歩
手
前
で
功
を
奏
し
た
こ
の
お
宅
は
、

火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

火
災
予
防
も
防
災
と
同
じ
で
す
。「
備
え
あ
れ
ば
、

憂
い
な
し
」ま
ず
は
、自
助
努
力
が
大
切
で
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
、す
べ
て
の
お
住
ま
い
に
設
置
義
務

と
な
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
。も
う
、取
り
付
け
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

取
り
付
け
て
い
る
人
は
、設
置
維
持
管
理
を
お
忘
れ

な
く
。ま
だ
、購
入
・
取
り
付
け
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

早
期
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
付
け
る
場
所
は（
上
の
図

参
照
）

●
寝
室
に
使
わ
れ
て
い
る
す

べ
て
の
部
屋

●
2
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
、階
段
部
分
に
も
必

要
で
す
。

※
2
階
に
寝
室
が
な
い
場
合

は
、階
段
部
分
に
は
、不
要

と
な
り
ま
す
。

住
宅
火
災
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器(

煙
式)

平
成
23
年
11
月
号
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一
條
大
祭
奉
賛
会
で
は
、毎
年
、一
條
大
祭
開
催
に

合
わ
せ
て
京
都
下
鴨
神
社
よ
り
御
神
火
を
拝
受
し
て

い
ま
す
。

　

奉
賛
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
く

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
左
記
の
内
容
で
募
集
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
荘
厳
な

儀
式
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ア
ー
日
程
　

　

11
月
20
日（
日
）〜
21
日（
月
）／
1
泊
2
日

ツ
ア
ー
内
容

　

20
日（
日
）

　

・
5:

45
　

高
知
西
南
交
通
佐
岡
本
社 

集
合 

　
　
　
　
　

 

☎（
3
4
）1
2
6
6

　

・
14:

00
　

京
都
着
、市
内
視
察（
東
寺
、東
福
寺
）

　

・
17:

00
　

宿
泊（
ホ
テ
ル 

オ
ー
ク
ス
京
都
四
条
／

8
9
2
5
円
／
朝
食
付
）

　

・
18:

00
　

夕
食
　

百
足
屋

（
全
員
で
食
事
／
5
7
7
5
円
）

　

21
日（
月
）

　

・
8:

00
　

ホ
テ
ル
発
　
　
　

　

・
9:

00
　

下
鴨
神
社
御
神
火
授
与
式
拝
観
／

直
会（
2
0
0
0
円
）
　

　

・
20:

00
　

高
知
西
南
交
通
着

対
象
者
　

市
内
在
住
の
方

定
　

員
　

10
人 (

抽
選
に
よ
り
決
定)

締
切
日
　

11
月
13
日（
日
）
　

17
時
ま
で

参
加
費

　

宿
泊
代
、
夕
食
代
、
直
会
弁
当
代
（
1
6
7
0
0
円
）

　

は
各
自
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

一
條
大
祭
奉
賛
会
事
務
局
／（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会

　

☎（
3
5
）4
1
7
1

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
だ
よ
り

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、大
阪
府
立
阪
南
高
等
学
校
が
10
月
2

日
に
訪
れ
、
東
富
山
、
大
川
筋
地
域
の
各
家
庭
で
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
を

初
め
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、10
月
11
日

〜
14
日
に
は
京
都
の
私
立
聖
母
学
院
小
学
校
、10
月
31
日
に
は
東
京
都
立

野
津
田
高
等
学
校
が
四
万
十
市
内
で
様
々
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
立
聖
母
学
院
小
学
校
は
約
1
6
0
名
の
児
童
が
、12
日
に
午
前
と
午

後
の
2
回
に
分
か
れ
、ト
ン
ボ
自
然
公
園
で
生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム
を
し
た

後
、四
万
十
川
学
遊
館
内
で
生
き
物
名
前
当
て
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
生
き
物
探
し
ゲ
ー
ム
」
と
は
ト
ン
ボ
自
然
公
園
内
に
生
息
す
る
生
き

物
を
、
見
つ
け
や
す
い
生
き
物
か
ら
5
段
階
に
分
け
、
3
人
1
組
の
グ

ル
ー
プ
で
５
段
階
の
達
成
を
競
い
合
う
も
の
で
、
児
童
た
ち
は
、「
こ
れ

ち
ゃ
う
？
」「
わ
か
ら
ん
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
も
、
図
鑑
で
調
べ
直
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、「
恐
い
」「
気
持
ち
悪
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
ク
モ
や

バ
ッ
タ
な
ど
を
協
力
し
て
捕
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

体
験
の
先
生
を
行
っ
た
杉
村
専
務
は
、
最
後
に
児
童
た
ち
へ
「
こ
の
体

験
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
生
き
物
に
親
し
め
て
、
自
然
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
な
ら
嬉
し
い
。皆
さ
ん
の
住
む
京
都
に
残
っ
て
い

る
大
切
な
自
然
を
守
り
、
今
は
環
境
保
全
で
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、自
然
を
守
る
こ
と
で
お
金
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
社
会
を
作
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
の
想
い
を
話
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

四
万
十
市
体
験
型
観
光
受
入
研
究
会
事
務
局（
観
光
課
） 

☎（
3
4
）1
7
8
3

　

11
月
に
入
る
と
ト
ン
ボ
の
姿
は
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
す
が
、そ
の
中
で
目
を
引
く
の
は
オ
オ
ア
オ

イ
ト
ト
ン
ボ
の
産
卵
で
す
。こ
の
ト
ン
ボ
は
水
辺
に

張
り
出
し
た
樹
木
の
皮
に
産
卵
す
る
と
い
う
、ユ
ニ

ー
ク
な
習
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、オ
オ
ア

オ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
保
護
に
は
、多
少
う
っ
と
う
し
く

て
も
池
周
辺
の
雑
木
を
残
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。空
模
様
が
下
り
気
味
に
な
っ
た
日
の
午
後
、

池
の
水
面
に
多
い
被（
か
ぶ
）さ
る
よ
う
に
生
育
し
て

い
る
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
や
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
の
枝
が
よ
く

産
卵
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

花
は
、野
草
と
し
て
ツ
ワ
ブ
キ
、リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
、

ヨ
メ
ナ
な
ど
が
代
表
格
で
す
が
、近
年
は
ス
ミ
レ
、サ

ギ
ゴ
ケ
な
ど
春
の
花
も
多
く
咲
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。異
常
気
象
を
受
け
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ「
と
ん
ぼ
公
園
」な
ら
で
は
の

「
ス
イ
レ
ン
抜
き
」作
業
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
わ
け

は
、紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
ま
た
後
日
、と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

オオアオイトトンボの連結産卵

ツワブキ

平
成
23
年
度 

下
鴨
神
社
御
神
火
授
与
式

拝
観
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

平
成
23
年
度 

下
鴨
神
社
御
神
火
授
与
式

拝
観
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
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大
逆
事
件
サ
ミ
ッ
ト

　

９
月
24
日（
土
）、大
逆
事
件
の
関
係
す
る

団
体
が
集
ま
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
が
市
立
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、約
１
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
体
は
、
東
京
都
か
ら
「
大
逆

事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
会
」の
世
話

人
の
大
岩
川
嫩
さ
ん
、和
歌
山
県
新
宮
市
の

「
『
大
逆
事
件
』
の
犠
牲
者
を
顕
彰
す
る
会
」

か
ら
は
、
辻
本
雄
一
顧
問
、
岡
山
県
井
原
市

か
ら
「
森
近
運
平
を
語
る
会
」
の
森
山
誠
一

代
表
代
行
、「
大
逆
事
件
再
審
検
討
会
」か
ら

は
大
阪
市
の
弁
護
士
の
金
子
武
嗣
さ
ん
、

「
国
際
啄
木
学
会
」
か
ら
は
広
島
市
の
伊
藤

和
則
さ
ん
、「
熊
本
近
代
史
研
究
会
」
か
ら

は
、
熊
本
市
の
広
島
正
さ
ん
、
真
宗
大
谷
派

か
ら
高
木
顕
明
の
復
権
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
長
浜
市
の
泉
惠
機
さ
ん
、
そ
し
て
、

本
市
の
「
幸
徳
秋
水
を
顕
彰
す
る
会
」
か
ら

は
北
澤
保
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
田
辺
市
の
「
本
宮
町
『
大
逆
事

件
』
名
誉
回
復
を
実
現
す
る
会
」
は
台
風
12

号
に
よ
る
水
害
の
た
め
、資
料
の
み
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、他
に
も
多
く
の
県
外
か
ら
の
参

加
者
が
あ
り
、特
に
、秋
水
の
盟
友
で
、事
件

犠
牲
者
の
遺
族
を
慰
問
し
続
け
た
堺
利
彦

の
故
郷
、
福
岡
県
み
や
こ
町
か
ら
は
「
堺
利

彦
顕
彰
会
」の
役
員
の
方
と
一
緒
に
井
上
幸

春
町
長
も
見
え
ら
れ
、ご
挨
拶
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
は
、「
大
逆
事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に

す
る
会
」事
務
局
長
の
山
泉
進
明
治
大
学
副

学
長
の
司
会
で
進
行
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

か
ら
活
動
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
春
、
結
成
さ
れ
た
「
大
逆
事
件
再
審
検

討
会
」
は
、
宮
下
太
吉
ら
が
天
皇
暗
殺
を
企

て
て
作
っ
た
と
さ
れ
る
爆
裂
弾
の
実
証
実

験
や
供
述
調
書
の
分
析
な
ど
再
審
請
求
の

可
能
性
を
探
る
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

請
求
人
の
問
題
な
ど
課
題
も
多
い
よ
う
で

す
が
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
熊
本
近
代
史
研
究
会
」
は
、
事
件

に
連
座
し
た
新
美
卯
一
郎
ら
４
人
の
名
誉

回
復
を
、出
身
地
の
熊
本
市
な
ど
３
市
議
会

に
求
め
る
請
願
活
動
を
始
め
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、会
場
か
ら
多
く
の
拍
手
を
得
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、山
泉
先
生
が
、「
事
件
の
概
要
は

研
究
が
進
み
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
事
件
を
人
権
問
題
と
し
て
世
界

に
発
信
で
き
る
方
向
に
進
み
た
い
」
と
し

て
、「
大
逆
事
件
は
国
家
に
よ
る
犯
罪
、い
ま

だ
十
分
な
人
権
回
復
が
行
わ
れ
て
い
な
い

現
状
を
打
破
し
た
い
」と
す
る「
中
村
宣
言
」

を
提
案
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
連
携
し
て
活
動
を
進
め
る
全
国
連

絡
会
議
を
結
成
し
、サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎（
３
４
）７
３
１
１

秋
水
平
和
音
楽
祭

日
　

時
　

12
月
17
日（
土
）
　

18
時
開
場
／
18
時
30
分
開
演

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

出
演
者
　

笠
木
透
と
雑
花
塾

（
中
津
川
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
仕
掛

　
　
　
　
　

け
人
）

長
野
た
か
し

（
５
つ
の
赤
い
風
船
の
ベ
ー
シ
ス
ト
）

　
　
　
　

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

整
理
費  

千
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

第
7
回  

四
万
十
市
成
人
式

　

市
で
は
、
平
成
3
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
を
対

象
に
、
新
成
人
を
祝
福
す
る
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。

○
中
村
地
域

　

日
　

程
　

平
成
24
年
1
月
3
日（
火
）

　

受
　

付
　

14
時
20
分
〜
14
時
50
分

　

開
　

式
　

15
時

　

会
　

場
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

※
中
村
地
域
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、12

　

月
中
旬
ま
で
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
な
ど
で
市
外
に
住
民
登
録
を

　

し
て
い
て
四
万
十
市
の
成
人
式
に
出
席

　

を
希
望
す
る
人
は
、12
月
11
日
（
金
）
ま
で

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

四
万
十
市
成
人
式
実
行
委
員
会

〔（
市
）教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
〕

　

☎（
3
4
）7
3
1
1

○
西
土
佐
地
域

　

日
　

程
　

平
成
24
年
1
月
3
日（
火
）

　

受
　

付
　

10
時
〜

　

開
　

式
　

10
時
30
分

　

会
　

場
　

西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

※
西
土
佐
中
学
校
卒
業
生
と
西
土
佐
地
域

　

に
住
民
登
録
が
あ
る
人
は
、
本
人
ま
た
は

　

ご
家
族
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
市
）教
育
委
員
会 

西
土
佐
事
務
所 

　

　

☎（
5
2
）1
1
1
0
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四万十市認知症家族の会「たんぽぽの会」 　

介
護
の
悩
み
や
戸
惑
い
、
日
々
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
、
共
に
知
恵
や
経
験
を
出
し
合
い
、

ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

家
族
の
人
だ
け
で
も
、
認
知
症
の
人
と
ご
一

緒
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
30
日（
水
）
　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
ア
ル
メ
リ
ア
」

　
　
　

 

　

（
中
村
東
町
1
丁
目
5－

22
）
　

　
　
　
　

☎（
3
4
）2
3
7
3

※

（
市
）地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
も
参
加
し

ま
す
。

お
知
ら
せ

問

第5回 幡多ふれあい医療公開講座　

幡
多
地
域
の
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
行
政
に
携

わ
っ
て
い
る
関
係
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
、課
題

な
ど
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

日
　

時
　

12
月
10
日（
土
）
　

　
　
　
　

13
時
30
分
開
場
、14
時
開
講

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

大
ホ
ー
ル
　

内
　

容
　

次
の
各
施
設
、部
署
よ
り
の
発
表
を
　

　
　
　
　

予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　

高
知
県
健
康
政
策
部
医
療
政
策
課
、
幡
多
福
祉
保

　

健
所
、
吉
井
病
院
、
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
い

　

の
家
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ぞ
み
、四
万
十

　

市
立
市
民
病
院
、
竹
本
病
院
、
筒
井
病
院
、
渭
南
病

　

院
、
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
　

 

教
室
・
講
座

幡多けんみん病院（経営企画課）

☎ 0880（66）2222

　地震の際には、家具の転倒や

ガラスの飛散によりケガをす

ることがあります。

　これを防ぐため、次のような

ことに普段から気をつけてお

くことが大切です。

①家具の配置に気を配るとと

　もに収納方法を見直す

　　仮に転倒をしても、逃げ道

　をふさがないような配置を

　こころがける。

　　収納については重いもの

　を下に置くことで、落下によ

　る怪我を防止するとともに

　家具自体の安定性を増すこ

　とになり、転倒しにくくなり

　ます。

②寝室のガラス戸には厚手の

　カーテンを取り付ける

　　就寝中に地震があり、暗い

　中で室内に割れたガラスが

　散乱するとたいへん危険で

　す。厚手のカーテンはそれを

　防いでくれます。

地震に備えて家具を見直そう

お
知
ら
せ　

ご
遺
族
の
皆
さ
ま
に
は
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
の
う
え
、
参
列
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
18
日（
金
）

10
時
〜（
１
時
間
20
分
予
定
）

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

参
列
者
留
意
事
項

・
受
付
は
９
時
か
ら
９
時
40
分
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

・
供
花
等
供
物
は
、ご
辞
退
し
ま
す
。

・
服
装
は
平
服
で
お
願
い
し
ま
す
。

平成23年度  四万十市戦没者

ならびに満州分村殉難者合同追悼式

問

（本　　庁）福祉事務所 社会福祉係

☎（34）1120

（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）

☎（52）1132

お
知
ら
せ

　

「
四
万
十
い
や
し
の
湯
」お
よ
び
レ
ス
ト
ラ
ン

「
山
川
海
」
の
機
械
設
備
点
検
等
の
た
め
、
左
記

の
期
間
休
館
し
ま
す
。

休
業
期
間

　

12
月
６
日（
火
）９
時
〜
8
日（
木
）15
時

　

※「
山
川
海
」は
17
時
ま
で

四万十いやしの里休館

問
四万十いやしの里

☎（31）5111

日
　

時
　

12
月
11
日（
日
）
　

９
時
〜
17
時

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館 

１
階 

大
会
議
室
Ⅰ

参
加
料
　

１
０
０
０
円
、学
生
5
0
0
円

　
　
　
　

（
昼
食
付
）

　

試
合
は
、Ａ
級
、B
級
、C
級（
時
計
不
使
用
）

の
3
組
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

四万十市長杯争奪将棋大会

（市）教育委員会 生涯学習課

☎（34）7311
申問

アルメリア小西石油

アイドル

市民病院

ピノキオ

松本薬局

問
「たんぽぽの会」事務局：松岡時規子　☎（34）4528
（市）地域包括支援センター　　　　  ☎（34）0170
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催
　

し

問

教
育
お
よ
び
卒
業
資
格

　

高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の
教
育
を
受
け
、

　

併
せ
て
各
種
の
教
育
や
訓
練
を
受
け
ま
す
。

　

ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等
学
校
に
入
学

　

し
、
生
徒
課
程
終
了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業

　

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　

平
成
23
年
11
月
１
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）

応
募
資
格

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
見
込
み

　

の
人
を
含
む
）

第16回 蛍湖まつり 
～せまりくる南海地震に備えて～

日
　

時
　

11
月
13
日（
日
） 

10
時
〜
15
時（
予
定
）

場
　

所
　

中
筋
川
ダ
ム

催
し
物
内
容

　

●
防
災
講
座

：

大
年
邦
雄（
高
知
大
学
教
授
）

　

●
防
災
漫
談

：

松
尾
裕
治

　
　
　
　
　
　

（
四
国
地
方
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

　

●
自
衛
隊
に
よ
る
災
害
救
援
車
両
展
示

　

●
宿
毛
消
防
署
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験

　

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験

　

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
防
災
グ
ッ
ズ
を
も
ら

　
　

お
う
　
　

ほ
か

無
料
送
迎
バ
ス

　

平
田
駅
お
よ
び
ダ
ム
駐
車
場（
梅
ノ
木
公
園
）

　

と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。

　

※

詳
細
に
つ
い
て
は
11
月
上
旬
の
新
聞
折
込

　
　

広
告
で
確
認
く
だ
さ
い
。

募
　

集

問 申 自衛隊四万十地域事務所　☎（35）3096 蛍湖まつり実行委員会事務局（中筋川総合開発工事事務所内） 
☎ 0880（66）2501

お
知
ら
せ

問

第４回 子犬の譲渡会

日
　

時
　

11
月
30
日（
水
）
　

9
時
30
分
〜

場
　

所
　

高
知
県
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

（
古
津
賀
3
0
9
6
ー
3
4
）

　
　
　
　

☎（
3
4
）6
2
5
2

■
子
犬
を
譲
り
た
い
人
は
…

　

●
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
ま
で
連

　
　

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
譲
渡
す
る
子
犬
は
、
原
則
と
し
て
生
後
２

　
　

〜
３
ヶ
月
の
健
康
な
子
犬
（
離
乳
済
み
）
で

　
　

す
。

　

●
当
日
は
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
、
子
犬
を
連

　
　

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
子
犬
を
飼
い
た
い
人
は
…

　

●
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ
る
箱
や
リ
ー
ド

　
　

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

●
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
人
は
講
習
を
受

　
　

け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

●
原
則
と
し
て
本
人
へ
の
譲
渡
と
な
り
ま
す

　
　

の
で
、代
理
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

陸上自衛隊 高等工科学校生徒募集

教
室
・
講
座

問 申

日
　

程
　

11
月
25
日（
金
）、12
月
2
日（
金
）

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家 

2
階 

講
習
室
A

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

　
　
　
　

女
性（
定
員
16
人
）

受
講
料
　

無
料

用
意
す
る
も
の
　

古
タ
オ
ル
、古
新
聞
、絵
具

講
　

師
　

柏
原 

啓
一
　

申
込
方
法
　

11
月
11
日（
金
）か
ら
本
人
に
限
り

　
　
　
　
　

窓
口
・
電
話
で
受
付

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

（
12
時
〜
13
時
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

第4回 男性の料理教室
日
　

時
　

11
月
20
日（
日
）
　

11
時
〜
13
時
30
分

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

場
　

所
　

働
く
婦
人
の
家

対
象
者
　

市
内
居
住
の
男
性（
定
員
10
人
）

材
料
費
　

6
0
0
円

内
　

容
　

簡
単
な
お
つ
ま
み

用
意
す
る
も
の
　

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル

講
　

師
　

谷
崎 

佐
千
代
　

申
込
方
法
　

11
月
10
日
（
木
）
か
ら
本
人
に
限

り
窓
口
・
電
話
で
受
付

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

受
付
時
間
　

9
時
〜
17
時
15
分

（
12
時
〜
13
時
、
土
・
日
を
除
く
）

 

　
　

教
室
・
講
座

問 申 働く婦人の家　☎（34）6299 働く婦人の家　☎（34）6299

働く婦人の家講座「絵手紙」

高知県幡多福祉保健所 衛生環境課　☎（34）5119

子犬を譲りたい人

子犬を飼いたい人

抽選・譲渡犬決定

愛犬の飼い始め講習会

子犬の譲り渡し

9時30分～10時

10時～10時10分

10時10分～10時20分

10時20分～11時

11時～

開催内容 受付時間

平
成
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国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》武田 二三生 ☎（35）6414
　        正木 卓夫　 ☎（37）2560

（本　　庁）総務課
　☎（34）1804
（総合支所）地域企画課
　☎（52）1111

幡多福祉人材バンク
（四万十市社会福祉協議会内）
☎（35）5514

日本政策金融公庫
高知支店 農林水産事業
☎ 088-825-1091

行政相談所

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

福祉のしごと
移動相談

福祉のしごと
日曜相談

無料農業経営相談

毎週月～金曜日
9時～17時

11月27日（日）
13時～17時

11月24日（木）

社会福祉
　　センター

社会福祉
　　センター

JA高知はた
　　本所3階

福祉関係の仕事に就職・転職を希望す
る人の登録と就職に関しての相談
（無料・秘密厳守）

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談
（要事前予約）

相
　

談

定期相談所

《相談委員》中平 貞行　☎（52）1632

11月21日（月）
13時～16時

12月7日（水）
9時～12時

12月7日（水）
9時～12時

12月5日（月）
10時～12時、13時～15時

特設人権相談所

西土佐
ふれあいホール

西土佐
ふれあいホール

金銭・相続・借地借家・結婚・離婚・セク
ハラ・ＤＶ・いじめ・児童虐待・交通事
故・裁判費用など人権に関する問題
（無料、秘密厳守）

高知地方法務局

四万十支局

☎（34）1600

問

相
　

談

警察各種相談電話 ～ひとりで悩まないで～

相
　

談　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
女
性
の
人
権
問
題
解
消
に

向
け
て
、
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

期
　

間
　

11
月
14
日（
月
）〜
20
日（
日
）

時
　

間
　

平
日：

8
時
30
分
〜
19
時

　
　
　
　
土
・
日：

10
時
〜
17
時

電
話
番
号  

0
5
7
0(

0
7
0
）8
1
0

※
P
H
S
、
I
P
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

　

せ
ん
。

相
談
内
容
　

　

D
V
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
問

　

題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女
性
を
め

　

ぐ
る
人
権
問
題

※
相
談
無
料
、秘
密
厳
守

JA高知はた
中村東部出張所

全国一斉
「女性の人権ホットライン」強化週間

高知地方法務局 人権擁護課

☎ 088（822）3503
問

相
　

談　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
左
記
の
と
お
り
12
時
間
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

期
　

間
　

12
月
５
日（
月
）
　

９
時
〜
21
時

場
　

所
　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　

（
高
知
市
栄
田
町
2
丁
目
2-

10

　
　
　
　  

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎
内
）

電
話
番
号  

０
１
２
０－
４
５
９－

７
３
７

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
し
こ
く 

な
や
み
な
し
）

取
扱
内
容
　

　

差
別
待
遇
、暴
行
・
虐
待
、い
じ
め
、Ｄ
Ｖ
等
、

　

家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
人

　

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

※
相
談
無
料
、秘
密
厳
守

四国一斉12時間電話相談

高知地方法務局 人権擁護課

☎ 088（822）3503

　犯罪の被害に遭うと、その後においても事件を思い出して怖くて不安になったり、眠れなくなったりす

るなど、心身ともにいろいろな症状に悩まされることがあります。

　警察の人に話を聞いてもらいたいけれど、警察署に行くのはちょっと勇気がいると迷っている人の為

に、警察では下記のような各種相談電話を設置し、それぞれ専門の職員が相談にお応えします。

　ひとりで悩まないで、まずは電話をおかけください。

警察総合相談電話

犯罪被害者ホットライン

ヤングテレホン

いじめ相談電話

サイバー犯罪相談電話

レディースダイヤル110番

暴力相談電話

困りごと相談、警察に対する意見・要望

犯罪被害に遭った人の心の悩み

少年の非行や問題行動に関する相談

子どものいじめに関する相談

インターネット使用による各種犯罪の相談

性犯罪被害に遭った女性の悩み

暴力団などの被害に関する相談

☎088（823）9110  #9110

☎088（871）3110

☎088（822）0809

☎088（872）7867

☎088（875）3110

☎088（873）0110

☎088（823）0110

相談電話 内 　　容 電話番号

平
成
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お
知
ら
せ

第7回 中心市街地一斉清掃　

一
條
大
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
中
心
市
街
地

の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
12
日（
土
）

　

集
　

合：

９
時

　

清
掃
時
間：

１
時
間
程
度

※
雨
天
中
止

清
掃
場
所
　

市
役
所
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
内

集
合
場
所
　

一
條
神
社 

藤
棚
前

※
火
バ
サ
ミ
、
軍
手
、
ゴ
ミ
袋
な
ど
の
清
掃
道
具

　

は
集
合
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

問 申
四万十市雇用創造促進協議会　 （34）0232
ホームページ http://shimanto-koyo.com

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシをご覧のうえお申し込みください。(応募者多数の場合は先着順)

四万十市雇用創造促進協議会　11月開催講座

◆新分野進出講座
「四万十のお米のブランド化」のため
のビジネスプラン作成講座

◆販売力強化育成講座
好感度社員になるためのふさわしい
基本の追求

◆高付加価値型農業研修
有機農業プロフェッショナル講座

◆もったいないセミナー
四万十流 お米のおいしい食べ方
～地域食材（鹿肉）の料理方法を魅力～

◆移住者相談事業
　「高知県UIターン就職相談会」

◆移住者相談事業
　「四国暮らしフェア」

◆売れっ子ガイド育成セミナー

11月7日（月）
14：00～16：30

市立文化センター
1階 中会議室

①ビジネスプランの意味と内容

②投資計画と収支計画

企画構想力・演出力向上セミナー パート2

健康食材の玄米と四万十の素材である鹿肉を
使った料理のデモンストレーションと講演

四万十市への移住・就職希望者に関連する様々な情報を提供。関
東地域在住の知人で四万十市への移住希望の方がおいでました
ら、お声かけ願います。
　申　高知県経営者協会 就職支援室　☎ 088（871）0987

四国四県で初めて連携する移住・交流フェア「四国暮らしフェ
ア｣に四万十市ブースを設けています。関東地域在住でご興味
のある方がおいでましたらお声かけ願いします。

座学：品目別栽培方法の詳細

実地研修：ニンジンと葉物野菜の間引き収穫など

チームワークによる、よい仕事の進め方
対象：営業・接客業、社員研修希望の方

河野 律子　氏
(河野経営研究所)

坂本 力　氏
（ ラ ダ ー 経 営
ネットワーク）

田原 洋樹　氏
（オフィスたはら）

山下 一穂　氏
（有機のがっこ
う「土佐自然塾」
塾長）

小暮 剛　氏
（出張料理人・
料理研究家）

新ロイヤルホテル四万十
3階 セント・ミカエル

市立中央公民館　
3階 研修室Ⅲ

あぐりっこ研修センター

市立中央公民館　調理室

TKP渋谷カンファレンス
センター

東京都立産業貿易セン
ター浜松町館 2階 展示室

鍋島圃場（集合：あぐりっ
こ研修センター）

11月8日（火）
14：00～16：30

11月9日（水）
13：30～16：30

11月10日（木）
14：00～16：30

11月16日（水）
14：00～17：00

11月17日（木）
9：00～12：00

11月22日（火）
14：00～16：30

11月12日（土）
11：00～16：00

11月12日（土）
11：00～16：00

募集種目 日　時 会　場 内　容 講　師

★移住者相談事業からのお願い
四万十市へのIUターン者の移住向けの空き家物件を探しています。
しばらく使っていない物件を貸していただける人は左記までご連絡ください。（担当：武政）

問 中村商工会議所（担当：佐伯）　☎（34）4333

お
知
ら
せ

高知県中小企業団体中央会「移動中央会」　

高
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、中
小
企

業
組
合
を
対
象
と
し
た
組
合
運
営
に
関
す
る
諸

問
題
解
決
や
新
た
な
共
同
事
業
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
、ま
た
任
意
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
と

し
た
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
、組
合
設
立
や
法
人

化
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
る「
移
動
中

央
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
　

時
　

11
月
29
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

参
加
料 　

無
料

出
席
専
門
家（
予
定
）

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、税
理
士
、

　

フ
ー
ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

※
相
談
会
参
加
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。詳

　

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 高知県中小企業団体中央会（担当：矢野、高井）　☎088-845-8870

■10月26日から高知県最低賃金は、１時間 ６４５円です。
問　高知労働局（賃金室） ☎ 088（885）6024　　四万十労働基準監督署 ☎（35）3148



市民のひろば

おしらせおしらせ

　

四
万
十
市
の
子
ど
も
た
ち
に
、各
方
面
で「
夢
」を
つ
か
み

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
呼
び
し
て
、「
夢
」を
持
つ
大
事

さ
、「
夢
」を
追
う
大
切
さ
を
、講
師
が
実
体
験
を
元
に
分
か

り
や
す
く
講
演
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
歌
手
の
「
西
田
あ
い
」
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
歌
手
」と
い
う「
夢
」を
ど
の
よ
う
に
掴
ん
だ
か
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
や
、つ
ら
か
っ
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
お

話
を
し
、歌
も
披
露
し
て
く
れ
ま
す
。

 

日
　

時
　

12
月
10
日（
土
）
　

14
時
受
付
　

14
時
30
分
開
演

場
　

所
　

新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十 

４
階

入
場
料
　

無
料

対
象
者
　

小
学
生
〜
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

定
　

員
　

1
0
0
人

後
　

援
　

四
万
十
市
教
育
委
員
会
、中
村
商
工
会
議
所 

申
込
方
法
　

　

電
話
も
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.a
ra
ta
-g
roup.jp 

の
お
問

合
せ
ペ
ー
ジ
か
ら「
こ
ど
も
た
ち
に
夢
を
　

参
加
」と
書
い

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

有
限
会
社
あ
ら
た
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス（
担
当

：

田
辺
）

☎（
3
1
）1
3
1
3　

☎
0
8
0-

6
3
8
2-

1
5
7
2

第
３
回
　

「
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
」

  

　

イ
ベ
ン
ト
講
演
会

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
あ
り
が
と
う

四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
か
ら
の
便
り(

メ
ー
ル
）

〔
徳
永
英
樹
　

46
歳
　

神
奈
川
県
〕

　

や
は
り
、
四
万
十
は
最
高
で
し

た
。
沿
道
か
ら
の
パ
ワ
ー
を
た
く

さ
ん
頂
い
た
お
か
げ
で
時
間
を

い
っ
ぱ
い
使
い
ま
し
た
が
感
動
の

ゴ
ー
ル
で
し
た
。
終
盤
の
名
前
を

呼
ば
れ
て
の
応
援
は
サ
プ
ラ
イ
ズ

で
し
た
。

　

私
は
練
習
で
は
、
頑
張
っ
て
も

１
日
で
40
㎞
も
走
れ
ま
せ
ん
。
１

０
０
㎞
を
走
れ
る
の
は
皆
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を
頂
い
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

四
万
十
川
の
清
流
と
温
か
い
大

会
、
家
族
的
な
大
会
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

〔
小
寺
拓
司
　

47
歳
　

愛
知
県
〕

　

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
様
で
リ
ベ
ン
ジ
で
き

ま
し
た
。

　

苦
し
い
と
き
の
エ
イ
ド
で
の
励

ま
し
の
言
葉
、沿
道
で
の
応
援
、め

げ
そ
う
に
な
る
心
を
何
度
か
立
ち

直
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

周
り
の
風
景
に
も
疲
れ
を
忘
れ

さ
せ
る
、
憩
い
、
日
本
の
ふ
る
さ
と

を
感
じ
ま
し
た
。地
元
の
人
々
、景

色
ど
れ
を
と
っ
て
も
日
本
一
ラ
ン

ナ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
大

会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
来
年
も
参
加
さ
せ
て
も
ら

う
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
参
加
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
岩
藤
朝
宣
　

57
歳
　

岡
山
県
〕

　

本
当
に
気
の
行
き
届
い
た
す
ば

ら
し
い
大
会
で
す
。

　

今
年
は
完
走
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
元
の
皆
さ
ん
、大
会
関
係

者
の
方
々
の
懸
命
さ
が
良
く
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。７
９
・
5

キ
ロ
ま
で
は
地
元
の
皆
さ
ん
の
後

押
し
と
四
万
十
川
の
絶
景
で
が
ん

ば
れ
た
の
で
す
が
、
こ
の
関
門
で

時
間
オ
ー
バ
ー
と
な
っ
て
し
ま
い

や
む
な
く
リ
タ
イ
ア
と
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
は
今
年
の
リ
ベ
ン
ジ
と
思

い
が
ん
ば
る
ぞ
〜
！ 

〔
谷
川
晃
　

59
歳
　

兵
庫
県
〕

　

今
回
も
１
０
０
キ
ロ
の
部
に
参

加
。
残
念
な
が
ら
85
キ
ロ
で
時
間

制
限
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
沿
道
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
声
援
、
特
に
笑
顔

に
は
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
感
激

し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
、
四
万
十
市
の
皆

さ
ん
と
雄
大
な
四
万
十
川
に
勇
気

を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
来
年
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
ら
ば

勇
気
を
も
ら
い
に
行
き
ま
す
。

〔
上
島
学
　

46
歳
　

大
阪
府
〕

　

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
マ
ラ
ソ
ン
に
は
絶
好

の
天
候
の
中
、
元
気
に
走
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
い

た
だ
き
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
な
ど
の
子
供
達
に
力
を
も
ら
っ

て
最
後
ま
で
走
り
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

目
標
に
し
て
い
た
タ

イ
ム
に
は
、
少
し
届
か
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
こ
れ
は
来
年
に
と
っ
て

お
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、

本
当
に
綺
麗
な
景
色
の
中
、
走
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

　

四
万
十
川
万
歳
！
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く79

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
は
、
日
ご

と
夜
ご
と
音
楽
が
流
れ
、
町
な
か
で

も
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
歌
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
ま
こ
と
に
平
和
そ
の

も
の
で
す
。で
も
、次
か
ら
次
へ
と
新

し
い
曲
が
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
、
な
か
な

か
覚
え
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き

私
に
は
、
つ
い
口
を
つ
い
て
出
て
く

る
好
き
な
歌
が
あ
り
ま
す
。

「
ぞ
う
さ
ん
の
う
た
」で
す
。

　
　

ぞ
う
さ
ん

　
　

ぞ
う
さ
ん

　
　

お
は
な
が
　

な
が
い
の
ね

　
　
　

そ
う
よ

　
　
　

か
あ
さ
ん
も
　

な
が
い
の
よ

　
　

ぞ
う
さ
ん

　
　

ぞ
う
さ
ん

　
　

だ
れ
が
　

す
き
な
の

　
　
　

あ
の
ね

　
　
　

か
あ
さ
ん
が
　

す
き
な
の
よ

　

ご
存
知
、
ま
ど
み
ち
お
さ
ん
の
書

か
れ
た
詩
で
す
。
今
か
ら
ち
ょ
う
ど

50
年
前
に
團
伊
玖
磨
作
曲
で
、
全
国

津
々
浦
々
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

歌
い
や
す
く
誰
に
で
も
親
し
み
を
覚

え
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
は
い
え
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
人
々
に
愛
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

　

動
物
園
に
行
け
ば
、
必
ず
お
目
当

て
で
会
い
に
行
く
あ
の
巨
大
な
象
は
、

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
動
物
で
す
。

（
パ
ン
ダ
な
ん
か
に
負
け
ま
せ
ん
）
。

大
き
い
く
せ
に
や
さ
し
く
て
細
い

目
、
小
っ
ち
ゃ
な
尻
尾
な
ど
、
ど
こ

と
な
く
愛
嬌
が
あ
り
ま
す
。何
よ
り

鼻
が
長
く
、そ
こ
か
ら
飲
食
物
を
取

り
込
む
の
も
普
通
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。謎
に
満
ち
た
不
思
議
な
存
在
に
、

珍
し
く
も
あ
る
と
同
時
に
な
ん
だ

か
お
か
し
く
て
、や
や
か
ら
か
い
半

分
の
眼
差
し
を
向
け
て
し
ま
う
の

が
通
常
の
よ
う
で
す
。

　

さ
り
げ
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る

「
お
は
な
が
な
が
い
の
ね
」
の
言
葉

に
は
、そ
ん
な
全
て
の
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に

対
し
て
小
さ
な
子
ど
も
の
象
は
胸

を
張
っ
て
こ
た
え
る
の
で
す
。「
そ

う
よ
　

か
あ
さ
ん
も
な
が
い
の
よ
」。

　

子
象
に
と
っ
て
は
、人
々
の
蔑
み

の
言
葉
や
眼
差
し
な
ど
全
く
気
に

な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
こ
の
世
で

一
番
大
好
き
な
母
さ
ん
と
自
分
は

そ
っ
く
り
な
の
だ
と
、自
信
を
も
っ

て
こ
た
え
て
い
ま
す
。こ
の
母
と
子

の
関
係
を
み
ご
と
に
示
し
た
深
い

言
葉
が
、半
世
紀
も
歌
い
継
が
れ
て

い
る
原
点
だ
と
考
え
ま
す
。今
年
満

百
歳
の
、
ま
ど
さ
ん
の
詩
は
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
こ
う
し
た
味
わ
い
に

み
ち
た
コ
ト
バ
で
創
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
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成
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名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

掲
載
に
つ
い
て
は
、
ご
家
族
の
希
望
を

聞
い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

だ
ん
　

い
　

 

く
　

 

ま

さ
げ
す

豊

み な さ ん の 声 を
聴 か せ て く だ さ い

　｢開かれた市政」を推進するために、
市民の皆さん一人ひとりが持っている
市政に対する意見、提言や要望、苦情な
どをお聴かせください。　

広聴ファックス
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㈲大杉設備工業

㈲福永工業

㈲カキタニ設備

岡崎プロパン㈱

㈲夕部設備

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

㈱四電工中村営業所

溝渕設備
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36,062
17,033
19,029
16,275

86人
72人
28人
37人
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11
平成23年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

11 （321冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

安心・安全!自宅でできるソーラー発電のすすめ

007白紙委任状

全国原発危険地帯マップ

手あみキッズ

日野原重明一〇〇歳

プリズム

ボトムレス

四十八人目の忠臣

桑野　幸徳

ジェフリー・ディーヴァー

武田　邦彦

日本ヴォーグ社

日野原　重明

百田　尚樹

拓未　司

諸田　玲子

あいうえおのきもち

オズの魔法使い　完訳

さあ、とんでごらん！

てぶくろチンクタンク

日本と世界の歴史対比事典

ビッケと赤目のバイキング

マイマイとナイナイ

みーつけたっ

ひろかわ　さえこ

ライマン・フランク・ボーム

サイモン・ジェームズ

きもと　ももこ

関　真興

ルーネル　ヨンソン

宇野　亜喜良

いしい　つとむ

★ 

お
や
す
み
ま
え
に
絵
本
は
い
か
が
？ 

★

　

図
書
館
で
は
、子
ど
も
向
け
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
の
皆
さ
ん
、あ
か
ち
ゃ
ん
と
添
い
寝
を
し
な
が

ら
、絵
本
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

親
子
で
、絵
本
を
は
さ
ん
で
、秋
の
夜
長
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

　

絵
本
を
選
ぶ
の
に
、チ
ョ
ッ
と
お
悩
み
で
し
た
ら
、ど
う
ぞ
図
書
館
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

い
っ
し
ょ
に
探
し
ま
し
ょ
う
。

11
月
3
日（
木
）文

化

の

日  

　
　

25
日（
金
）館
内
整
理
日

　
　

7
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

28
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

14
日（
月
）定
　

休
　

日
　

12
月
５
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

21
日（
月
）定
　

休
　

日
　
　
　

12
日（
月
）定
　

休
　

日

　
　

23
日（
水
）勤
労
感
謝
の
日

問 

市
立
図
書
館  

（
３
５
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
November

　

市
民
病
院
広
報
誌
「
せ
せ
ら
ぎ
」
が

創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
広
報
四
万
十
で
も「
が
ん

ば
っ
て
ま
す
市
民
病
院
で
す
」と
し
て
、

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
情
報
を

掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら
に
充
実

さ
せ
よ
う
と
誌
面
づ
く
り
へ
の
新
し

い
試
み
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
、
本
当

に
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

「
広
報
四
万
十
」、「
せ
せ
ら
ぎ
」と
も

に
、
行
政
、
市
民
病
院
を
も
っ
と
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
パ
イ
プ

役
と
な
り
た
い
も
の
で
す
。

　

納
得
で
き
る
記
事
構
成
を
目
指
し
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
編
集
作
業
は

大
変
で
す
が
、読
ん
で
い
た
だ
く
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、私
た
ち
も

楽
し
ん
で
編
集
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

　

（
Ｙ
．Ｔ
）

今月の統計調査11月
調　査　名 調　査　該　当　地　区

右山元町2丁目・3丁目、
右山駅前町、不破、緑ケ丘団地

家計調査

家計消費状況調査
不明
※国直轄の調査のため
　該当地区の詳細は不明です

労働力調査 具同田黒３丁目、山路

社会生活基本調査
（実地調査）

中村丸ノ内、蕨岡甲下分、
右山元町 1丁目、後川岩田、
下田松ノ山、下田上

個人企業経済調査
（調査票回収）

中村東町、中村於東町、中村新町、
中村一条通、中村大橋通

（県）総務部 統計課　　088（823）9344
(34)1711
(52)1111

広報

広報

「広報四万十」12月号は12月7日(水)発送予定です「広報四万十」12月号は12月7日(水)発送予定です「広報四万十」12月号は12月7日(水)発送予定です

平
成
23
年
11
月
号
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